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従来青森営林局では広葉樹材積表として全木材積表を使用していたが，昭和23年４月「経

営規程」が施行され，材積はすべて幹材積によることになったので，広葉樹の幹材積表が必

要となった。したがって現在の全木材積表を幹材積と枝条材積とに分けることを考究したが，

現在の全木材積表作成資料および経緯が不明なので分割することができないから，なるべ

く早い機会に作成することとし，とりあえず現在の全木材積表を使用し，枝条材積は清野博

士の「主要樹種材種別材積表調製に関する研究｣’による粗朶材材積表（根元より皮付直径７

ｃｍ以下の材積)から，全木材積に対する100分率をもって枝条材積を算出して使用していた。

この間各営林局において材積表の問題が論議され，今後は全国的に統一ある方法で作成する

ことになり，昭和26年８月，２６年林野第11,231号通牒によって「主要樹種立木材積表調製資

料測定要綱｣2がきまったから本局としては，昭和27,28年度，この要綱によって資料を集め

てきた。昭和29年７月内地各営林局の材積表業務担当官の打合会が催され,この席上で立木材

積表作成方針が審議され，また，最近急速の進歩をとげた統計学を応用した作成方法につい

て林業試験場大友測定研究室長の指導をえたので，昭和29年度には管内各営林署の協力を得

て総数2,277本を集め幹材積表および枝条率表を作成した。

この材積表作成にあたって林野庁・孕石技官，横瀬技官，林業試験場・嶺元経営部長，小

幡経営部長，大友測定研究室長，同室各位の御指導を賜わり，また資料の収集に従事された

営林署の各位に対し合わせて謝意を表すものである。
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Ｉ費 料

1．資料の收集

本局管内広葉樹の蓄積（昭和27年度現在）は第１表のとおりで，ブナが大部分を占め，ミヅナラ，イタヤ

カエデ，トチ等がこれにつぎ,地域的には奥羽,北上山系によって占められ,その樹種が多く用材として利用さ

れているものが30余種もあり，伐採等の関係もあり任意抽出は不可能なので主として広葉樹の多く分布する

第１表管内広葉樹樹種別材積 (昭和27年現在）

積｜歩合｜樹樹種｜材 種’材 積｜歩合

ｒｎ$Ｂ

4１，５０７，１１２

１０，５１０，２１６

3,507,181

１，４７７，１１０

970,392

６９９，７０７

550,449

３９５，６５８

342,540

２３９，３５２

１６０，４００

１４６，６７１

１４０，１２４

％
４
８
４
９
２
８
７
５
４
８
２
２
２

２
３
４
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０

５
１

ｎm:｝

６１，９１５

５９，１８７

５４，３９８

４６，７９６

３７，７０２

２６，４３４

２３，７９９

１８，８９４

１８，０２６

１７，６０３

10,142

18,163,915

79,185,723

％
フナ

ミヅナラ

イタヤカェデ

トチ

クリ

サワグルミ

カソバ

ホホノキ

カツフ

コナフ

ミ、ゾメ

ケヤキ

セソノキ

ナ
ー
ナ

:ノ

カユニ

オニグル

ハソノ

サク
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キ
ラ
ギ
レ
キ
モ
キ
ダ
広

０．６

ダ
ノ

他
ヅ

サ
計

千
ナ

の

ミ
ヤ
シ
ア
そ

2２．９

たエしその他広には列記した樹種も含まれている。

営林署を撰びその伐採個所から収集し，更に樹禰を多く入れるため樹種を指定して若干の営林署に依頼して

集めたもので，収集した個所および本数は第２表のとおりである。

第２表調査個所一覧表

県｜営林署|経営区|林小班|本数|｜県｜営林署|経営区|林小班|本数
田山Ｉ青森 蟹田

田
田
計
浦
屋
石
畑

蓬
蟹
小
深
目
黒
大

ｏｌ４ろ

○５５は

８
６
４
０
４
８
２
９
７
８
７
６

２
１
４
２
１
２
１
２
１
５
４
３

１
１

岩手 田山 101ろ２

９い

３
０
３
６
１
７
５
６
８
７
５
２
８
０
８

９
５
４
１
９
０
２
９
３
３
７
１
３
３

１
２

１
１

１

△Ｌ

Ｏ

小計

姫神

浦
前
石
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深
弘
黒
大

７８い

８り

３２に

８２い
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132い

盛岡 334い

283い

△
×
×
。
○
○

。
。

計
石
崎
内
沢

小
雫
岩
本
水

い
い
に
ろ
い

９
６
７
３
５

３
２
８
７

雫
北
川
水

石
上
尻
沢

×
△
△
。
。計
田
戸

和
小
十
三

木
戸

弐
三 △８６い

△１０い

計
関

小
一

一関

小計

25ろ
５ぃ

×
×

計 447
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・は枝条材積測定を兼ねて局相当員の調査したもの×は樹極を指定して依頼したもの

△は調査木を局において指定し営林料に調在依頼したしの

調査地の位置は第１図で示したとおりで，その林況は附表第１表のとおりである。

2．側定方法

この資料の測定方法は「主要樹種立木材積表調製資料測定要綱2」に基いて,局担当者が枝条材積測定を兼

ねて全木を測定したもの，調査木を指定して幹材積計算に必要な因子の測定を営林署に依頼したもの，樹種

を指定して営林署に依頼したものＬ３種で供試木選定にあたっては，なるべく正常な形状をしているものを

調査するようにした。次に測定要領を説明すれば次のとおりである。

イ．幹材積計算に必要な因子の測定

ａ・胸高直径は樹幹に沿い地際から1.2ｍの位置を，傾斜地では幹脚が斜面の上部と交る点から，平地

の傾斜木は傾斜した内側の地点から，根上り木では根と幹の境と考えられる地点からそれぞれ1.2ｍ

の位置を幹軸と直角な面を直径巻尺で（以下各位置の直径はすべて直径巻尺を用いた）測定した。

ｂ、樹高は主幹の頂点から（大径木で枝が分岐して主幹の判定の困難なものは〆他の幹よりも太くてか

つ長いものを主幹と６３Kなし，他は枝とし）地際までの長さを測定した。

ｃ、材積計算は2ｍ区分のHuBER氏式によるものであるから，地際から２ｍ区分の中央直径を順次に

測定し，最後の位置から梢頭までの長さが3ｍ未満となったらその上は1ｍをとり，この点から梢頭

までの長さを測る。更に第１種幹材８１（根元より皮付直径20ｃｍまでの幹材)，第２種幹材＆(皮付直

径10ｃｍ以上20ｃｍ未満の幹材)，第３種幹材&（皮付直径10ｃｍ未満の幹材）を区分するため，材種区

分の境の直径20ｃｍ，１０ｃｍの位置を探しこの位置が入る２ｍ区分の中央からの長さと，この中央直径

を測定した。

ロ．枝条材積計算に必要な因子の測定
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ﾉＶ

枝条材積も幹材･積と同様各枝

を第１種枝条材β,(枝の基部か

ら皮付直径20ｃｍまでの枝条材)，

第２種枝条材＆(皮付直径10ｃｍ

以上２０ｃｍ未満の枝条材)，第３

種枝条材＆(皮付直径10ｃｍ未満

の枝条材）と区分し，幹材と同

じ要領で測定し，また枝の基部

において約5ｃｍ未iIMiの小枝は長

さ約1ｍに切断し,直径約２cm以

上の枝および直径2cm未満の葉

付小枝と分けそれぞれその重量

を測定し，更にそれぞれから標

準となる若干の束を選びキシロ

メーターで材積を測定し，葉付

小枝は更に葉を除いてキシロメ

ーターで測定した。

へその他の因子の測定

ａ、根元部位の周囲の測定

根張りの関係を調査するため

地面より0.3ｍ毎に1.5ｍまでの

根元部分の直径を測定した。

ｂ、枝下高

樹冠を構成している主要な枝

の中で最低位のもの△分岐点か

ら地際までの長さを測定した。

ｃ・樹皮の厚さ

２ｍ区分の中央直径測定と同

時に，その位置の樹皮の厚さを

測定した。

11;MmMii;L'。
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第１図調 査地位置図

３ 材積計算の方法

イ．幹材積の計算

幹材積は２ｍ区分のHuBER氏区分求積式で算出し，先端は円錐として計算した。すなわち次のとおりで

ある。

いま根元から１，３，……〃－１，〃ｍの各位の円面積を９，，鱗,……,ルー,，，",梢頭の長さをＪ１とすれば，

全幹材積（')=(，,十鱗十……+，"-1形2十十×ん
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次に材種区分の境の直径20ｃｍが，地上から７－９ｍの区分材内にあって，その位置が２ｍ区分の中央８

ｍより上にある場合は（8ｍよりこの位置までの距離を/2とする)，８ｍまでの材積は

（"i＋３Ｍ-……＋97)×２で求め，８ｍから上方直径20ｃｍの位置までの部分の材積は，SMALIAN氏式を適

川して次の式で求める。

ﾎﾞｰ(肘:,難)油
したがって第１種幹材積は次のようになる。

＆-MW……柳川(脈￥寧川。
また，直径20ｃｍの位置が7-9ｍ区間の中央よりらだけ下にある場合は次式によって求ぬた。

‘１－MＭW…Mﾙﾙ(肘髻M州
以下＆の境の直径10ｃｍの位置が区分求積区間の中央の上，下に応じて同じ要領で材積を計算した。

ロ．枝条材積の計算

枝の基部直径約５ｃｍ以上の枝は幹材債と同様な方法で計算し，５ｃｍ未満の枝条で重量を測ったもの

△材積は，標準束のキシロメーター測定によって求めた樹種別実材積の重量比により算出した。

なおキシロメーター測定によって求めた樹種別単位当材積は第３表のとおりである。

第３表樹種別枝条の１ｋｇ当材積

kｇ当材積１ (ｍ$）1ｋｇ当材積（が）
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2．葉付枝条は直径約2ｃｍ未満の葉付枝条

3．葉除枝条は同上の葉をとった屯の

４．葉除き枝条が葉付枝条の測定数より多い分は落葉後の測定のためである。

4．資料の内容

イ・直径階別樹高階別本数分配表

（折込第４表参照）

ロ．営林署別直径級別本数一覧表

第５表

直径
一一一一一一一

4iM1誌ml2:i66ml33s6m

級別本 数

72～

８０cｍ

県｜営林署 総数

4散ml5ii66ml6論、 8366m1,2~｡、

‐
Ｉ
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９
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０
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３
０
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４
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４
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４
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２
５
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５
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５
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０
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９
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０
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２
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３
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へ樹種別直径級別本数一覧表

第６表

直径’級別本数
樹種 総数
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直径階別樹高階別平均材積

付表第２表のとおりである。

Ｉ材積表作成の方法

1．材積表作成方法の決定

イ．樹種の区分

従来青森営林局では，広葉樹は全木材積表を便川していたが今回幹材積表を作成するにあたって，これ等

の樹型の多様な樹種をいかにとりあつかえば合理的にそれぞれの樹型に応じた材積表ができるかが問題であ

る。もちろん材積表としては各樹に合致したものは作成できないから現段階では実用性があり，類似の多数

の樹の実材積からの誤叢が比較的小さいもので満足せざるをえない。

現在作成されてある材積表のうち広葉樹の樹種ごとの材積表は少なく本邦樹種のうち単一樹種の材積表

では，清野博士のブナ単木材積表の，中島博士北海道立木材積表4)，寺崎博士のシラカシ，ブナ，クリの単

木材積表の等がある。これ等の材積表のうち清野博士のブナ単木材･積表は,地上より皮付直径7ｃｍ以上の材

積を幹材積としており，現在の幹材積の定義と異なり，また中島博士の北海道立木材積表は，樹型（特に樹

高）の類似したものを分類し直径の承の画数として材積を表わしたものである。

この材積表の作成にあたっては，樹種ごとに表を作成することは到底不可能なので使用の便を考慮して比

較的容観的な樹型をもととして考究して見た。

樹型について近藤氏のは，広葉樹の樹型を二極に分類しており，樹種の代表的な型があるとしても立地的

関係あるいは風衝等によって型が変ることが予想されるといわれており，広葉樹の樹型は多様で樹種，生育

条件，施業法によって種々な劇を形成し，同一の樹種であっても，年令，立地条件によって型を異にするの

でたとえ類似の型を多く分類しても村･積表としての価値があまり期待できないと考えられるので，外観的に

樹種の個性上比較的幹が通面で主幹が認められ易いもの（サワグルミ群，第６表の△を付した樹種）と，主

幹が判然としないもの（ブナ群，第６表の。を付した樹種）とに分類して検討した。

樹種群別の直径級別本数は第７表のとおりである。

第７表樹種群別直径級別本数

直径級別本数
樹種

総数'4期'12朝'22期'32-9K;'42朝'52珊'６２別'72珊'82期|,2-弼'100坪
1,7481

剛Ｉ
2151

`』2::|誼:|霊：
ブナ群

サワグルミ群 '二|Ⅲ::|｣I：
8４

１３

2０

１

4７

５

1４

２

ロ．実験式の適用

材積表の作成方法として実験式により直接材積を推定する方法，形数法，細りを利用する方法等が，従来

行われている。

この村.積表作成では種々の方法について考究する時間を持たなかったので従来広く用いられている実験式

によって面接材漬を推定する方法を採用した。

実験式としては，多くの研究があるが，山本博士のが一般的材積表の作成に使用された次の材積式につい

て試ふた。
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Ｐ＝α、''１〃６２ （１）

ただし，

’：幹材積(ｍ$)，Ｚ)：ルリ高直径(c、)，〃：樹高(、)，α,6,,恥常数

（１）式の対数をとれば次の式に変形される。

１ogl＝Ioga-MllogD＋Jk21ogH （２）

（１）式が広葉樹の幹材積を胸高直径と樹高によって推定する場合の推定式として充分であるか否かは，各

資料についてそれぞれ1ogPとlog、’１ogPとlog”が１１４[線関係になければならない。

今2,277本の資料を両対数方眼紙の横軸に，ルリ高直径または樹高をとり，これに対応する幹材積を縦軸に

とりプロットすれば，第２図，第３図のとおりほぼ直線関係であり，本式によって差支えないことが明らか

である。

なお，この材積式を用い山本博士がアカマツ幹材積表7)，清野博士がブナの単木材積表の，麻生氏がカラ

マツ幹材積表8)，植杉氏がアカマツ幹材積表,)をそれぞれ作成されている。

ハ．実験式の計算

今logZ'＝ｙ’１oga＝α’１ogZ)＝Ｘｉ，１ogH＝蝿とすれば(2)式は次のように書き換えられる。

ｙ＝α＋6,Ｋ]＋６２遇（３）

全資料について胸高直径，樹高，材積の測定値の対数を４桁まで求め樹種群別に各因子ごとの和，平方和，

積和を計算すれば次のとおりである。（ただし，材積の対数は′×1000の４桁の対数を用いた）

、

区分｜本数(")｜川｜“｜‘ｙｌ岬’叫

二爾几鑿|ｴﾆ:１２鯛:１２:::二;:;に鮒;|ｉＩｉｌ:こり歪::;:ﾄ鯛;:::：

JJEIljk辨鈩蘓燕
上記の値より平方和，積和を計算すれば

区分’録,２ ＳｎＡ,２ ⑩２ SZrl麺 5節〃 Ｓ麺γ

纐二:雲'@:鰯:二：ニヮ几糞'21:二$:!;:!:|鶴重::IiJ]二繩::i:;！']:二!:1塁:1１
ただし，錘】2＝sxi2-(sxD2/〃錘22＝sxh2-(sxb)2/"，

△S)'2＝Sy2-(Sy)2/"，“i麺＝sxi過一(sxi)(･皿)/"，

ｓ列､γ＝sxiy-(sxi)(sy)/"，ｓＷ＝sx2y-(sxh)(sy)/"，

以上の値から回帰係数ルル2を求めると，

区分 61 ん

ブナ群

サワグルミ群

1.83839081

1.87446682

1.05223494

1.00266409
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５

樹

第３図樹高に対する幹材積の関係



青森営林局広葉樹立木材債表調製説明書 1３

したがってｙの推定式（材債方程式）は次のとおりになる。
へ￣

Ｙ＝Ｙ＋j1CYi-X,)＋ら(xh-X2）

プナ群Ｙ＝-1.30272672＋1.83839081xi＋1.05223494週
へ

サワグルミ群Ｙ＝-1.29014792＋1.87446682劃Yi＋１.OO266409Arh̄

次に回帰に帰因する平方和，（Asy2)，回帰からの･偏差の平方和（“ﾂﾞ.…;)，

および標準誤差（S2,.忽…)，重相関係数（五）をそれぞれ求めると

（６）

(6)′

(6)〃

推定誤兼の分散Ｃｓ2,.…;）

区分 〃２ ＡＳｌＺＷｒ１麺２ 圧Ｚ

Ｊ･ソ・韮１｣B２ Sm・“”２

ブナ群

サワグルミ群

1,157.13310706

273.61182552

5.58651984

1.57198075

0.05658134

0.05466769

0.99759645

0.99714233

0.00320144

0.00298856

ただしｓ)'2＝J1錐,γ＋62蝿γ，‘slZWr,麺2＝sγ２－〃３，sｙ､…;＝幾Ｍ'･"】麺2ルー3，

‘‘･…＝!/玩万I三丁だ=ＭＳＷ万アア

ニ．資料の吟味

ブナ群，サワグルミ群別の幹材積の推定値は，それぞれ(6)'，(6)〃によって求められるが，この推定式

によって求められる値は，資料に異常な標本の測定値または計算誤差による異常値があれば，かたよりを生

ずるのでこれ等の異常値を次の方法で棄却した。

すなわち，実験式を一次に変換した(6)'(6)″式により推定される値が回帰平面からの変動を考慮し有意

水準95％を越える資料を次の式によって計算する。

’'一`叩,…:(1-士-'`')]！ （７）

‘-[(昨元])(昨元覺)][篭篭][隅;)］
＝[`11(Xi-X1)2＋色2(過一Ｘ２)2＋2`12(Xi-X1)(過一Ｘ２)］

ただしγ′；棄却限界の値

'1,,‘１２，'２２；‘乗数

Ｘ,，Ｘ２；ｘｉ，蝿の平均値

〃；資料の数

′；Studentの／分布の／の値

(6)'，(6)〃式によって各資料について推定値およびγ'を計算し，（ｙ－Ｙ）の絶対値がγ'より犬となる資

料を棄却する。すなわち除かれた資料は第８表に表示したとおりで，ブナ群では67本，サワグルミ群では

26本除かれた。

ホ．樹種群間の材･積式の比較

ａ・棄却後の材積式の計算

上記によって棄却された資料を除いて樹種群ごとに材積式を計算すれば次のとおりである。なお，棄却

後の直径階圃高階別平均材積は，付表３のとおりである｡



1４ 材積表調製業務資料第１号

第８表（１）棄却木の内容ブナ群（67本）

直りi径|樹凝 幹材積
’ 鯛讓|,瀞(震|経営区|林小班|番号|樹種が
Ⅲ
咄
旧
Ｍ
Ｍ
ｍ
Ｍ
Ｍ
刎
川
卿
川
卿
川
那
巫
珊
釧
佃
型
珊
瑚
亜
州
棚
加
拠
極
刑
汕
雍
辿
妬
狸

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
１
１
２
３
３
８
３
２
４
４
５
３
５
５
３
０
６
９

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０

亟
肌
皿
坐
州
肌
躯
価
Ⅲ

ｍ
０
１
２
Ｄ
４

４
５
５
６
７

妬
別
“
印
〃
妬
田
⑭
Ⅲ
田
沁
Ⅲ
記
朋
舛
妬
蛆
虹
的
田
別
布
皿
四
囲
皿
田
元
躯
町
汀
皿

５
６
９
８
１
３
３
３
１
７
５
２
９
８
５
９
５
０
４
８
８
８
５
７
８
８
７
３
３
５
８
４

３
５
５
７
９
９
１
０
３
６
７
６
０
１
２
１
２
４
５
３
６
７
７
８
７
７
８
９
８
８
８
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｏ
●
●

０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●

（
叩
叩
）
〈
皿
叩
〉
（
叩
叩
）
（
叩
叩
〉
（
一
ｍ
ｍ
）
『
■
■
」
（
叩
叩
）
勺
。
□
」
勺
■
■
（
■
■
■
（
己
■
■
二
口
■
■
一
『
■
■
（
（
叩
二
］
（
叩
Ｚ
］
『
■
■
（
（
叩
〆
］
（
ｕ
変
］
（
叩
盈
］
（
皿
一
／
］
（
叩
〆
］
（
叩
〆
］
（
叩
〆
］
（
叩
究
］
（
叩
究
］

１
０
３
２
３
９
５
５
８
３
５
１
４
３
６
８
５
５
６
０
２
５
８
５
４

７
６
４
４
５
６
２
９
７
４
７
７
１
４
８
２
４
７
４
７
８
８
６
５
０

７
１
２
５
８
５
３
６
３
８
１
７
８
０
３
６
９
８
２
０
２
１
０
７
７

４
７
７
９
７
０
８
２
４
４
９
４
９
０
１
９
０
１
４
５
５
９
５
４
６

田
山
戸
神
山
神

戸
駒
戸
野
浦
巻
内
石
石
野
駒
沢
戸
神
慈
石
神
駒
屋
山
浦
駒
石

野
屋
山

和
〃

〃

十
田
一
二
姫
田
姫

三
栗
一
一
一
遠
深
石
本
釜
白
遠
栗
水
一
一
一
姫
久
黒
姫
栗
月
田
深
栗
釜

遠
目
田

、
０
．
、
、
ロ
』
１

Ｍ
町
皿
仙
乢
蝋
〃
、

０
Ⅱ
ｖ

■
Ⅱ
▲

６
１
３
４
５
１
４
３

３
２
５
１
６
２
２
９

１
１

フナ

ミヅナフ

ハウチワ

ミヅナフ

"Ｐ

■
１
１

２
９
７
８
９
２
８
５
７
７
２
４
５
０
４
７
１
４
０
２
０
１
６
５
３
３
４
２
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
７
５
８
１
３
９
３
２
４
２
３
６
８
２
０
１
８
３
８
６
０
２
７
６
７
３
０
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
２
１
１
２
２
１
１
１
２
２
２

イタヤ

トチ

イタヤ

ミヅナラ

トチ

ミヅキ

イタヤ

ミヅキ

シナノキ

ケヤキ

ヤマハンノキ

ヤナキｒ

．ナラ

プナ

ナナカマド

イタヤ

ミヅナラ

●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●

【
”
〃
０
〈
皿
叩
〉
（
叩
叩
）
〈
叩
叩
）
Ｆ
（
里
）
（
ｕ
其
皿
）
（
叩
其
、
）
〈
叩
）
ン
（
皿
『
々
一
『
■
■
一
（
叩
ペ
ユ
）
’
一
幻
、
｝
△
〆
』
叩
）
（
叩
）
ン
（
一
ｍ
ｍ
）
■
■
■
ユ

『
■
■
二
勺
口
■
（
『
■
Ⅱ
一
『
■
０
－
訂
０
０
」
ぐ
０
口
（
■
■
■
一
『
Ⅱ
■
△
（
皿
〃
（
］
（
叩
琢
〈
］
（
血
汐
〆
】
（
叩
〃
〈
】
（
叩
〆
］
（
叩
（
⑪
）
（
叩
『
叩
）

【
】

4６
「
】

Ｆ

0

肝
】

1０
「１

Ｌ」

］

"Ｐ

[］ フーナ

ケーヤキ

トチ

３１．８

3４． 2.61461

７
０
５
０
２
９
８
２

●
●
●
●
●
●
●
●

３
４
４
７
７
７
８
１

３
３
３
３
３
３
３
４

２．７３２７

２．５７１８

２．７１４０

２．７１６０

２．７７４２

３．３１９０

２．８２９２

２．９６６７

１ "〃

イタヤ

ヤマザクラ

ケヤキ

３１クリ

97い

８り

９ぃ

ミヅナフ

トチ299171
308681 `"



青森営林局広葉樹立木材積表調製説明書 １５

直り径|樹源 幹材.積
〃 澱(傷|経営区|林小班|番号|樹種

同対数
/聰’（Ｙ）珂

蜥
加
川
川
仙
柵
蝿
川
伽
剛
剛
Ⅷ
躯
認
辿
仙
伽
伽
Ⅲ
錘
Ⅲ
Ⅲ
川
川
配
旅
川
胱
ｌ
肌
ｌ
剛
》
Ⅲ
川

口
１
口
１
１

１
１

ｍ
４
７
８
７
６
９
８

０
４
２
５
４
４
６

２
２
２
２
２
２
２

川
螂
棚
姉
剛
朏
捌
佃
皿
佃
捌
Ⅲ
伽
捌
池
畑
朏
棚
捌
側
仰
伽
幽
川
川
認
魂
棚
処
理
噸
Ⅲ
弧

８
３
１
４
２
４
７
２
７
１
４
０
９
４
８
０
２
４
４
６
３
７
２
８
０
３
５
０
９
６
２
３
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
２
１
１
２
１
２
１
２
２
１
３
１
１
４
２
２
２
３
２
５
１
４
３
５
４
４
７
７
６
４

古
山
慈
崎
山
内
戸
山
田
戸
内
山

野
山
戸
野

和
〃

宮
田
久
岩
田
本
一
二
岳
十
一
一
一
本
田

遠
田
三
遠

７０は

９ぃ

５６U､３

６ぃ

101ろ２

２７に

１０い

２９い

８６い

１０い

２７に

９ぃ

101ろ２

９７い

101ろ２

１０い

４６に

〃

１０し、

〃

２７に

101ろ２

８２ろ

５５は

283い

２９い

１０し、

７８い

１０い

４６に

８６い

２９い

８２ろ

佃
肥
如
肥
皿
帥
測
冊
胞
田
Ⅶ
肥
⑬
朋
妬
肥
別
〃
氾
皿
詔
肥
Ⅲ
皿
兜
印
妬
臼
肥
躯
刀
兜
ａ

１
２
６
８
８
４
３
８
３
６
８
０
９
３
７
４
２
９
８
１
２
３
４
６
０
２
４
０
９
８
５
９
６

９
１
０
３
０
１
４
０
４
０
３
３
２
５
２
０
６
３
３
４
５
４
２
２
６
５
７
６
６
８
８
７
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３．１０５７

3.2400

３．２０３４

３．２７１５

３．２５４８

３．２７８４

３．３２０１

３．３２６４

３．２８９４

３．１９５７

３８５１０５

３．４１４２

３．４１９９

３．４２５２

３．３９７０

３．３４０２

３．５１１１

３．５１１８

３．５２７０

３．５５９１

３．６８１０

３．５４６８

３．６０２２

３．６３００

３．８１１７

３．６６９９

３．５７２８

３．７２０７

３．８１２４

３．７７１９

３．７４６１

３．９１９０

３．９５４５

５１ミヅキ

５１プナ

ヅナラ

9｜プヴー

1４ Ｊ１イタヤ

ブブー

JＩ〃

2５．

チ
ナ

〃
〃

ト
プ

2２．

１７．

3２．

２６．

「
】

］〃

2５．

２６．

〕｜ミヅナラ

ｒ可

Ｌ｣ ブナ

2３．

１９．

イク－ヤ

ブナ

2６．４ ﾘ’〃

2４．４

:に寡：
〃Ｐ

2４． 1４

円
内
山
沢
田
神
山
戸
浦
戸
野
田
山
沢

〃
和

一一
本
田
水
蜜
姫
岳
三
深
一
一
一
遠
十
岳
水

1４2６． イタヤ

トチ3３．４

１2４．

；に：2７．

2６．

3８． ヅナラ

2６． 別〃

2０． ブーナー

2６．

３１．

8１〃

１４ ３１ミヅナフ
ー

2８．

２６．

ナ
チ
ナ
ラ

ナヅ

フ
Ｄ
ｒ

2９．４ ３１プ

2８． 、



材積表調製業務資料第１号

第８表(２）棄却資料の内容サワグルミ群（26本）

１６

鱗凛)|経営区|林小班|番号|樹種
同対数
/09J／（y）

幹材積
'直L〕i径|樹承 が
脳
川
棚
川
棚
剛
馴
川
棚
卿
伽
伽
川
川
棚
卿
柵
卿
細

１
口

、
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

鋼

Ｊ
議
讓
菱

浦
山
戸
神
駒
石
駒
屋
戸
馬
戸
石
神
馬
神
田
戸
山
戸
山
浦
内
馬
内
山
屋

和

深
田
一
一
一
姫
栗
雫
栗
目
一
一
一
門
三
雫
姫
門
姫
十
一
一
一
田
一
一
一
田
深
本
門
本
田
目

セソノキ

ホホノキ

サワグルミ

〃グ

ノ、ノＬ二レ

ホホノキ

〃タ

カツラ

〃

’、ノＬ二レ

セソノキ

ホホノキ

〃

’、ノＬ二レ

ヤチダモ

カツラ

ホホノキ

〃

セ：／ノキ

〃

力ツフ

サワグルミ

ヤチダモ

サワグルミ

センノキ

カツラ

５
５
５
９
０
２

■
●
●
●
●
●

０
０
０
０
２
２

１
１

“
兜
朋
肥
門
羽

９
３
５
４
０
９

「
■
■
Ｉ

３
２
２
２
７
８
３
５
０
８
５
４
０
８
０
４
１
９
６
０
４
９
１
２
８
１

６
０
１
８
６
４
３
０
９
５
８
８
８
７
２
８
６
５
６
２
７
９
４
９
８
７

弱
印
侭
而
而
虹
虹
仙
別
品
列
ｎ
列
朋
妬
、
咀
卯
、
妬
Ⅲ
糾
舩
偲
印
印

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
２
３
３
３
３
３
３
３
３

４t

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
０
１

Ⅱ

■
■

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
４
５
４
７
１
６
１
２
３
３
５
６
８
９
０
０
２
５

１
１
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
５
５

｢１

Ｊ

２
２
２
２
２
２
３
２
３
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

日

］

｢１

Ｊ

Ｈ
￣

。

］【．

］

「１

Ｊ

］

1.8279

1.0408

2.8176

6.6700

２．７４９２

4.7727

4.0465

.4185

.6257

.6780

.6874

.7916

Ｍ

９
４
５
０
２
５

●
●
●
Ｃ
Ｄ
●

６
４
２
０
１
５

５
６
７
８
８
８

'１

３．７４６７

平方和，積和

卯２Srb’２本数’ｓ"1２

分
一
群
群

一
『
、
、

’
Ｌ

｜
ナ
”
ワ

区
一
プ
サ 55.60492882

14.62949186

1,107.136285481

252.003412611
195.73151107

42.04427496

１，６８１

５０３

Ｉ
－
－
－
－
ｉ
Ｉ

S1F2γＳｒ１ｊ’Srrr2

236.71801326

57.63644732

462.91972881

102.27107384

96.50994184

22.71405546

Ⅱ
’
０
１
１
１
１
１
↓

材積式

プナ群

サワグルミ群

Ｙ＝-1.31267165＋1.84455992xi＋1.05565684ｘ，

Ｙ＝-1.31489777＋1.88604347xi＋1.01143392ｋ回



青森営林局広葉樹立木材債表調製説明書 1７

回帰に帰因する平方諭Ｉ等

区分 sｿ２ ＆〃･死,麺２ Jγ･･r】麺２ 左〃．”1麺

1,103.77616781

251.18314874

ブナ群

サワグルミ群

3.36011767

0.82026387

0.00200245

0.00164053

0.04474896

0.04050663

0.99848176

0.99837170

ｂ・回帰係数の有意I性の検定

回帰係数の有意性の検定を行えば次のとおりになる。

区分｜本数 6１ 6２ OＦｂｌ

１，６８１

５０３

1.84455992

1.88604347

1.05565684

1.01143392

ブナ群

サワグルミ群

0.00842293

0.01555904

Ｚ '

Jｂ２
6,八ｈ，

218.9927鋒

121.21859G9G

んハル②

０．０１５８０２９８

０．０２６３７６４２

66.8011鐸

38.3461森

ただし，Ｊ、；６１の標準偏差Ｊγ･"'麺'/所

‘０，；んの標準偏差‘沙"』麺'/扇

この表のｚの値はいずれもきわめて有意であるのでJ1＝０および鬼＝Ｏという無帰仮説は捨てられる。

したがってこの村･積式を採朋してもよいということがわかった。

ｃ・重相関係数の有意性の検定

念のため重相関係数の検定を行うと次のとおりである。

ブナ群

自由度
((/・の

変動因｜記 号 平方和’平均平方

回帰

回帰からの偏差

全体

Ｒ２Ｓｙ２

(１－.Ａ型)△s〕'２

〃２

2

1.678

1.680

1,103.77616781

3.36011767

1,107.13628548

551.88808391

0.00200245

F＝亜L88印唖１＝275,606.42聯‘//:２，１，６７８
0.00200245

サワグルミ群

変動因｜記号ｌＩｉ孵|平方和｜平均平方
回帰

回帰からの偏差

全体

左2Sγ２

(1－八2)〃当

Ｓ〕'２

００５

251.18314874

0.82026387

252.00341261

125.59157437

0.00164053

′=｣詩:縦:Z-76…88鐸‘川５０o
この万の値はいずれも著しく有意で重相関関係は偶然のものでないことが認められる。

なお，相関係数，偏相関係は次のとおりである。
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相関係数

区分 γ"Ⅱ“ γ〃･“ γヅ･“

ブナ群

サワグルミ群

0.92508537

0.91583012

0.99443106

0.99356461

0.95405296

0.94924689

ただし，胸高直径と樹高の相関係数；庇…＝５３噸１Ｗ'/(錘,2)(蝿2）

胸高直径と幹材積の相関係数；γ，.、＝“】γ/I/(sbr12)(6)'2）

樹高と幹材積の相関係数；γﾂﾞ･"2＝５Ｗ/'/(sr22)（５）'2）

偏相関係数

区 分’γヅニ,.“ γ〃“･幻，

0.85250372

0.61310050

0.97409502

0.98344467

ブナ群

サワグルミ群

γソ幻１－γ〃“．γ〃Ⅱ〃

ただし，樹高に対する胸高直径対幹材積の偏相関係数；γｼ"…＝’/(１－γ`"22)(１－庇,鰯22）
γシ“－γＪ、．γ〃,幻２

胸高直径に対する樹高対幹材積の偏相関係数；γソ縦…＝，/(１－γﾂﾞ懇,2)(１－γｼ…,2）
ｄ・樹種群間の回帰係数の有意差の検定

前項で明らかなとおり，＝樹種群とも材積式はそれぞれ適当であることが分ったが，（Ⅱイ前項で明らかなとおり’二樹種群とも材積式はそれぞれ適当であることが分ったが，（Ⅲイ）において

分類した群ごとの差があるかどうかが不明であるので，これらの群において回帰係数６，および'2の差を次

のように検定した。

なお，この樹種群の比較は胸高直径50ｃｍ以上の資料が少なく，一方管内の蓄積も大径級が減少の傾向

にあり，将来の期待経級は中，小にあるので50ｃｍ以下について比較した。

ｉ・分散の一様'性の検定

回帰分析を行うには群間の分散が一様であることが必要であるので，各群ごとの５０ｃｍ以下の資料から

推定誤差の分散‘γ･"1麺2を求めＦ検定を行えば次のとおりである。

平方和，積和

区分｜本数｜岬 S〕'２５３k?⑨２

100.11671288

27.35548989

37.84757828

11.26822742

610.11969298

169.46617189

１，２４８

４２８

ブナ群

サワグルミ群

Sbrl麺 Srlγ SHr2γ

56.77692655

15.86398552

245.48182849

67.51422792

144.97818358

41.25455883

回帰係数と推定誤差の平均平方
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区分 ６１ ６。 ”･jrl趣２

0.00187014

0.00165473

1.87333789

1.87876443

ブナ群

サワグルミ群

1.02029800

1.01611996

バー淵鶚＝川０２‘孔245,425
このＦの値はＦｂ､02;;＝1.14より小さいので，二群の分散は一様とゑなされる。

ｉｉ・樹種群間の回帰係数の差の検定

（i）によって二群間の分散が一様であることが認められたので，次に回り

のとおりである。

二群の平方和,積和を合計して

囚錘,2＝127.47220277 四s卯:22＝49.11580570

囚S〕'2＝779.58586487 国S』『,麺＝72.64091207

コ錘,γ＝312.99605641 .s列:2γ＝186.23274241

この値から回帰係数6,,J2および回帰に基因する平方和を求めると

Ｊ１＝1.87455755６２＝1.01928429

〃2＝６１(囚S`ｒ,γ)十J2(Z｡蝿γ)＝776.55322925

また，二群の回帰からの偏差の平方和を合計して

囚＆が."Fr22＝3.03159286

予備的分散分析表

次に回帰係数間の差を検定すると次

変動因｜自由度｜平方荊１

帰

薙

4

1,670

1,674

776.55427201

3.03159286

779.58586487

回
誤

計

完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

い:Ｉ

全
回
回
誤

帰
間
計
差

776.55322925

0.00104276

776.55427201

3.03159286

779.58586487

回
帰
帰 0.00020855

0.00181533

計

〃=淵;鵠＝Ⅲ4,<妬｡扇=2９，岬，Ｍ７Ｏ
念のためこのの逆数を求めるとＦ＝8.7045＜凡05＝19.385‘/・（1,670,2

したがって二群間の回帰係数間には有意差が認められない。

iii・樹種群間の回帰平面の高さの差の検定

（ii）によって樹種群間の回帰係数には差がない。すなわち,二群の回帰平面はによって樹種群間の回帰係数には差がない。すなわち,二群の回帰平面は平行であると見なせる
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lrり合っているかどうか，すなわち同一の回帰平面にあるかどうかを

2０

から，この二つの回帰平面がh:に雨り合っているかどうか，すなわち同一の

検定する。

今谷群の資料の50ｃｍまでのものを込承にして平方和，枝和を計算すれば

Ｓ，r12＝127.84449947ＳｊｌＦ`’2＝49.58323494

511'2＝782.80872585録jx2＝73.05807194

.s:r,γ＝３１４.O9143784 Sxl2j'＝187.4601215O

この値から回帰係数,回帰に燕因する=W7jFnを求めると

６，＝1.87545201〃.,＝１．O1734342

Sy2＝779.77473947

予備的分散分析表

XＰ動因｜自由度｜平方和

,:；
779.77473947

0.00104276

3.03294362

帰
差
差

回
回
誤 帰間

782.80872585計

完成した分散分析表

度|平方和｜

J■]蕊Ｉ
1ｚ均平方変動凶

回リイi｝

回帰間雄

由

0.00135094

0.00181533

平面間薙

不ｌＤｊ原肉

計一

１

１

〆＝:;:器鵜一Ｍ42<妬,蝿=３Ｍ‘ＭＬＭ７０
念のためこの逆数を求めると

Ｆ=-柵纈－M43Ｍ"-25432,ﾊﾊﾟＭ７０，１
よって回帰平面の高さにも差が認められない。

以上の検定によって二樹種群の回帰係数，回帰平面の高さにも差が認められズ

ぴ樹高によって推定される幹材債には樹種群の差がないことが明らかとなった。

以上の検定によって二樹種群の回帰係数，回帰平面の高さにも差が認められないので，胸高直径およ

び樹高によって推定される幹材債には樹種群の差がないことが明らかとなった。ただしこれは胸高直径

50ｃｍ以下についてであるが，５０ｃｍ以上については資料が不足で断言はできないが，たとえ差があると

してもその蓄積は少なくなる傾向で将来は大部分が50ｃｍ以下の蓄積によって占められることになるの

で実用的には本局管内の幹材積表としては従来どうり樹極区分をしないもので充分であると考える。

2．地域別幹材積の比較

前節において樹種群別の幹材積には差が認められないが，地域別の差について検討してゑる。

地域別の資料の胸高直径分配に不均衡があるので資料が大径級まで一様にある個所をとり，地域的に近似

する個所は一緒にし次の三地域に分類した。
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今地域別直径級別本数は第９表のとおりである。

第９表地域別直径級別本数

2１

計'4珊'12鋤22期'32期'42劉52珊'６２粥'72釧82潮'９２野地域｜営林署｜総
８
６
６
１

２２湘
戸
山

深
三
田

３
２
７

１
１
２

３
２
５

１
２
３

巧
卯
調
一
品

２
７
４

４
１
２

115

120

229

９
８
９

１
１
３

狸
狙
拠
一
ａ

５
０
２
１
１青森及岩手

北部

計 6０ 3０464 5２ 7６ 7０ 2７ 1３ ７

2１
'8１ 7１

盛
岩
遠
川
北
水

岡
泉
野
尻
上
沢

８
６
３
２
５
９

９
２
２
３
９
０

１
２
１

１

０
６
１
９
７
６
一
四

１
２
３

３
１
９
０
１

巧
咀
昭
ｕ
ｕ
翠
一
Ⅲ

３
８
０
９
３
３

１
２
２
１
１
１

３
８
７
３
７
７
｜
伽

１
１
３
１
１

０
３
５
１
０
８

１
２
１
１

０
０
０
８
４

１
４
１
１
１

１
２
２
１

1５

２０

６
４
５
８
｜
別

１
１

岩手中部

141

2`’ ３
｜
妬

２
｜
Ⅳ

10511061計 783 110 6７

川
台
巻
石

妬
２
虹
勿
一
兜

４３
３
筋
□
一
加

８
８
４
８

１
１
２

６
．
９
１
ｕ
一
別

５

１３

１

１０

２９

３
９

２
５

古
仙
石
白

119

７７

１２２

１５９

1２

１４

４
９

５

宮城

皿
一
側

３

1２ ５計 6８ 1６ ７４７７
－－

１，７２４ 239135`'２４３１２０４１２０６’１１１１１１３１８１１４４１３１
､

計合

イ．戯和，平方和等の計算

第９表の資料により地域別の積和，平方和を求めると

Ｓ，ｒ１γ△S3rl"２域｜本数’鍬,２地

4641 25.26660615

42.56574844

24.71123869

120.28967016

205.82388668

117.07305007

51.25468664

86.83456739

49.27873219

青森及岩手北部

岩手中部

宮城

783

477

S2p12γ Sγ２‘SDUt'２

285.92214211

492.01411367

281.27938192

62.07273633

103.54468419

60.88666746

15.43018272

23.60197681

14.54377863

この値から回帰係数および回帰からの偏差の平方和等を求めると

地域 J１ ６⑨ Ash/)'･"'嘘lsy･難1種２

1.88711485

1.89540134

1.86791779

青森及岩手北部

岩手中部

宮城

0.93270150

0.96879708

1.01267326

1.02638492

1.58145531

0.93824884

0.00222643

0.00202751

0.00197943
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ロ．回帰係数間の有意差の検定

ａ・分散の一熊'性の検定

樹種群間の差の比較と同様各地域の分散が一様であるという前提が必要であるので，

の分散の比較に用いられるBartlettの検定法によって検定する。

ここでは三つ以上

地域｜本数〃｜・ＳＷ．",麺2＝９２１／ir＝"－３１ｊＷＴｒ９２＝Jγ２

Lｉｉｌ 騨薗
0.00222643

0.00202751

0.00197943

青森及岩手北部

岩手中部

宮城

計

１

か
〃logTγ２109Jγ２

0.00216920

0.00128205

0.00210970

0.00556095

096

631

302

-2.6523904

-2.6961369

-2.7034698

-1,222.7519744

-2,100.6467820

－1,281.4446852

-4,604.7654416

3.3476

3.3069

３．２９６５

この表の値を用し､Bartlettの検定を行えば，

‘2＝囚92//＝3.54608907/1,715＝0.00206769

１oJS2＝5.3154854＝-2.6845146

１ogJ2．/＝-2.6845146×1,715＝--4,603.9425390

が=方[1.…-ＭＷ］（､`=M3421）
＝2.3026[-4,603.9425390＋4,604.7654416]＝1.89481553

補正項

‘='十､(±,)[亘寺一十］“=,ﾗｽの数）
１

＝1＋３(3-1）［0.00556095-0.00058309]＝1.0008296

補正されたx2＝X2/`＝1.8932＜'(X2)0.05＝5,991‘.（２

）c2の値が小さいので三地域の分散は一様と見なされる。

ｂ・回帰係数の間の差の検定（4ｃｍ以上）

地域別の平方和，積和の値を合計して

囚錐,2＝187.36798622 国SDU,麺＝92.54359328

囚Sb【３，γ＝443.18660691 囚.Sbr22＝53.57593816

国Sbr2γ＝226.50408798 四s〕'2＝1,059.2156377O

この値から回帰係数および回帰に基因する平方和を求めると

Ｊ１＝1.88768506６｡＝0.96705430

Sj2＝1,055.63848891
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完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

いＩ

帰
間
計
差

全
回
回
誤

回
帰
帰

1,055.63848891

0.03105972

1,055.66954863

3.54608907

1,059.21563770

0.00776493

0.00206769

計

Ｆ＝3.7554器＞ＦＭ＝2.37征.（４，

したがって三地域の回帰係数の間には蓋が認められる。

ついて検定して見る。

ｃ・回帰係数の間の差の検定（4-50ｃｍ）

１，７１５

ゆえに樹種群の場合と同様胸高直径50ｃｍ以下に

地域別｜本数’ｓｒ１２ Ｓ】｢Pr2 Srly

青森，岩手北部

岩手中部

宮城

327

513

408

28.45243950

44.48460314

27.08104186

16.71927382

25.63235461

15.09947992

69.92044211

109.69208559

66.42276640

Sbr，２ Sbr2γ ⑭２

11.71639288

16.33501412

10.18029765

42.62220628

64.56357271

38.65635507

173.74702051

272.68218358

165.26624226

以上の値から回帰係数，回帰からの偏差の平方和等を求めると，

地域別 J1 6.＞ ＆〃･","2２ Jγ･〃1麺２

青森，岩手北部

岩手中部

宮城

1.98051746

1.96592876

1.93951910

0.81163087

0.86759439

0.92046718

0.67486574

1.02036428

0.85611201

0.00208292

0.00200071

0.00211386

平自方和，積和を合計して

臼錘,2＝100.01808450 囚錘,γ＝57.45110835

国錘,γ＝246.03529410 囚S9u22＝38.23170465

国‘５Ｗ＝145.84213406 コ〃2＝611.69544635

この値から回帰係数，回帰に基因する平方和を求めると

６，'＝1.96386349〃＝0.86357526

〃2＝609.12539021

完成した分散分析表
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変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

|重Ｉ
609.12539021

0.01871411

609.14410432

2.55134203

611.69544635

今
回
回
誤

帰
間
計
差

回
帰
帰

0.00467853

0.00205919

卜
・

一
二
、

Ｆ＝2.2720＜/５Ｍ＝2.37Ｗ/`（４，１，２３９

有意差なし

d、回帰平面間の高さの鶴の検定

胸高直径（4-50ｃｍ）の資料を込孜にして平方和，積和を求めると

snF12＝104.09553888△sHTrr2＝59.98208564

sbr1jノー256.06431832△SDU勺2＝40.11582236

＆腹2Ｊ'＝152.40598743 sγ2＝636.71929517

この値から回帰係数および回帰による平方和を求めると

６，〃＝1.95596514６，"＝0.87454469

〃2＝634.13872720

予備的分散分析表

変動因｜自由度｜平方和

１．重Ｉ
634.13872720

0.01871411

2.56185386

636.71929517

回帰

回帰間差

誤藻

計

完成した分散分析表

変動因｜自由度I平方和｜平均平方

２
４
２
９
７
３
４
２
２
９
９

１
１

634.13872720

0.01871411

0.01051183

2.55134203

636.71929517

帰
差
差
差

回
回
平
誤

帰間

面間 0.00525592

0.00205919

計

`.（２，１，２３９Ｆ＝2.5524＜Ｅ0.05＝2.99

有意差なし

以上によって地域別の差においても樹種群別と同様胸高直径50ｃｍ以下においては有意な差が認められな

いので，地域別に材積表を作成する必要がないと認められる。

Ｍ材積表の構成

前節によって樹種群および地域ﾙﾘの幹材.積については胸高直径50ｃｍ以下では有意な叢が認められないの
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で,本局管内の広葉圃立木材積表としてはﾂﾞ樹穂および地域に関係ない一難な材穣表でよいことが明らかであ

るから，余資料によって材積式を計算すればよいのであるが，この材積州i定方式は幹材積と高次の相関関係

にある胸高直:径，ﾐ樹高によって推定するものであり,胸高直径対幹材積,樹高対幹材積の対数値が完全に直線

関係を示fすのは，第３図に見られるとおりある範囲についてであり，全体について同一推定式を適川するこ

と，すなわち回帰係数，回帰常数が全直篠没にわたり同一であると承なすことは，必ずしも妥当でないの

で一応10ｃｍごとの直後級にわけ各直掻級の材積式を求め，その間の差の統計的検定を行い，差のない直径

級を一括して材積式を求めた。

1．直径級別材積式の比較

資料の吟味において除かれた資料を除き径級ごとに平方和，積利等を計算すれば第１o表のとおりである。

第１０表径級ごとの平方和，積和等

Sr2y S)'２直径汲｜本数’‘sbr12 へBi:r】麺 ASbrlγＳ’l傷き,２

13891466501

蜑鮒｜
莞;鯛’
0.582612651
MM棚`’

10.96956703

6.57688069

3.19579120

1.42180626

0.65791450

0.86629735

0.35744126

0.29075479

0.08317343

0.05202993

0.04192497

294.10207621

3796436661

;鰹::巽’

3;:::::!:’

36.33800445

22.07635228

8.11046318

3.69056073

1.83053649

1.78235061

0.89629198

0.53638554

0.24076929

0.12865205

0.07603927

1,360.01226559

９
４
６
６
６
９
１
２
９
３

１
８
９
５
７
０
４
２
０
０

６
１
８
３
１
１
０
０
０
０

●
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●

５
３
０
０
０
０
０
０
０
０

62111

78899

37491

62281

84215

34531

41170

０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

体
Ｊ
望
罰
］
壺
玉
可
毛
四
劃
へ

４
迫
巫
皿
姐
印
田
ね
肌
兜
皿
全

１

７
５
７
３
４
７
９
１

１
０
５
６
３
１
１
９

３
５
３
２
２
２
１

7.78906993

2.14489458

0.80726885

0.36765871

0.21862387

0.09581043

0.04816916

0.02678972

0.00580092

0.02100375

565.80657206

0.03123479

0.01518984

0.00202205

0.00205308

0.00085996

0.00634658

119.04582678

0.26701543

0.29829044

0.11892801

68098

843754６

0.053859391

0037890151
70.307473091

86173２０

0.013792531５

２．１８４１２３８．２１０33344

直径級｜本数 ＆/)'山?】麺２ γ躯nyl峰2ｖｌＡ?２１だ61 ６２

５
７
５

８
４
８
７
０
８
２

３
８
１
３
３
５
６
７
６
６
６
８

４
０
０
２
４
２
５
７
０
９
７
９

７
７
２
７
６
１
４
０
０
５
７
１

７
５
３
１
０
１
０
０
０
０
２
９

■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

0.92547766’
川24棚2１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

体
ヨ
毛
切
望
宅
明
守
田
ヨ
ユ
ヘ

４
廻
翠
皿
⑫
皿
団
氾
肥
兜
屹
全

１

３
５
３
２
２
２
１

1.84673466 0.53206256

0.80862398

0.63684219

0.51350289

0.41431888

0.41614978

0.27730754

0.15881940

0.11706266

0.04522570

0.01429381

4.19752595

0.97211

0.92892

0.79550

0.70367

0.64619

0.49522

0.49731

0.13810

0.05503

0.26025

0.64856

0.99407

0.87987

0.79054

0.76368

0.71696

0.63136

0.77314

0.73065

0.72689

0.49152

0.74518

0.78106

0.95110

８
６
２
６
７
６
９
０
１
１
１
９

９
９
９
８
７
７
６
７
５
８
８
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
７
８
６
６
２
１
１
０
２
２
１

３
３
４
８
６
５
６
９
８
０
０
９

５
３
１
０
３
６
０
３
３
２
２
６

0.99265

0.98152

0.95994

0.92783

0.87958

0.87551

0.83103

0.83899

0.71680

0.80156

0.90112

0.99846

Ⅳ
肥
印
田
糾
Ⅳ
四
則
妬
即
応
皿

１
１

1.86546924

1.84669858

1.92330033

1.95524833

1.66923190

1.86143013

2.03810129

2.58494477

1.76490843

1.09835976

1.85120067

1.09914791

1.14251670

105994552

1.15580048

1.23276205

0.96092145

0.65473648

1.17988613

0.92250000

1.04859251

【
】

２，１

イ．分散の一様'性の検定（Bartlett法）

地域別の分散の－簾性検定と同じ方法で次のとおり検定する。



2６ 材積表調製業務資料第１号

直径級｜〃’５１/Ｗｒｌ鞄2＝'２１／ir＝"－３１sγ･"Pr22-j7211ogv･",麺２

ｃｒｎ

４～1０

１２へ-20

２２へ-30

３２～4０

４２～5０

５２～6０

６２～7０

７２～8０

８２～9０

９２～100

102～

７
５
７
３
４
７
９
１
６
０
５

１
０
５
６
３
１
１
９
４
２
１

３
５
３
２
２
２
１

0.53206256

0.80862398

0.63684219

0.51350289

0.41431888

0.41614978

0.27730754

0.15881940

0.11706266

0.04522570

0.01429381

ｕ
胆
竪
印
瓠
皿
妬
朋
咄
刀
咀

３
５
３
２
２
２
１

0.00169447

0.00161080

0.00179899

0.00197501

0.00179359

0.00194462

0.00239058

0.00180476

0.00272239

0.00260335

0.00119115

２
４
１
７
７
２
７
６
８
４
４

６
８
１
０
６
５
６
０
０
７
３

％
開
Ｗ
挫
伽
川
幽
珊
仙
螂
川

川
柳
四
ｍ
河
刀
田
珂
５
５
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

－
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一

計’2,18413.9342093912,151

‘2＝囚92//＝0.00182901

logF2･トー5,888.9731689

四行log，γ2＝-5,896.4566489

が=方[1.Ｗ_剛.1.卵=,723,46,05

補正項－１十両白丁[己ｶｰ＋]=Ⅲ…，
補正されたｘ２＝X2/`＝17.1141＜'(X);､05＝18.307（/・（１０

有意兼なし，したがって直径級毎の分散は一鱗と見なされる。

回帰係数間の差，回帰平面間の高さの漣の検定

全径級を一括した場合の検定

i・回帰係数間の叢の検達

各直径級毎の平方和，積和を合計する。

第11表径級毎の平方和，積和の合計（回帰係数の差の検定のために）

ロ･

ａ．

囚錐,２径級範囲｜本 四s，r2２ 囚錐,麺’。録,γ数 囚５３泡γ

ｍｃ
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｘ
Ｕ
ｎ
Ｕ

７
０
Ｆ
ｂ
庁
１
戸
、
庁
Ｊ

｛
一
一
一
へ
へ
へ

４
分
４
八
五
Ｏ
］
ｏ
］
ｏ
】
ｏ
］

１
１
－
戸
、
庁
Ｉ

Ｍ
ｎ
乃
妬
＄
妬
氾

１
０
６
６
３
３
１

２
２
１
１
１

10.43518597

10.38500698

10.23424997

4.76538587

4.61462886

0.15075701

0.05017899

12.70033831

12.19136952

11.21994253

7.91405861

6.94263162

0.97142699

0.50896879

6.22861010

6.21904835

6.17262372

2.42261169

2.37618706

0.04642463

0.00956175

25.41655642

25.31479287

25.00035857

11.42332637

11.10889207

0.31443430

0.10176355

24.52358141

24.04569829

22.82195968

13.07613126

11.85239265

122373861

0.47788312

径級範囲｜本 囚⑩２数 6１ 』。 AS1j2 １己&か.",麹２

ｍｃ
（
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
Ｕ

７
０
戸
、
句
Ｊ
Ｆ
Ｃ
万
ｌ

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

扣
坐
幻
４
刎
缶
○
二
ｏ
］
ｎ
色
の
ニ

イ
上
司
よ
Ｆ
Ｄ
向
Ｉ

２，１８４
２，０１２
１，６７６
１，６９７
１，３５９
３３６

１７２

75.70640587

74.72455972

72.04591713

38.38665527

35.70791268

2.67864259

0.98184615

1.81800263

1.80915408

1.81985832

1.84416444

1.85520426

1.72313502

1.85571614

1.04121728

1.04946977

1.03286248

1.08773981

1.07222757

1.17738413

0.90406143

71.74174315

71.03359426

69.06905643

35.28992081

33.31772606

1.98262317

0.62087996

3.93420939

3.59880782

2.90535050

3.06674526

2.37328794

0.69345732

0.33540157
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完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

IＩ１ｌ

全
回
回
誤

71.74174315

0.03045333

71.77219648

3.93420939

75.70640587

帰
間
計
差

回
帰
帰

0.00152267

0.00182901

計

Ｆ＝0.8303＜F1,.05＝1.57（/､（２０，２，１５１

念のためこの逆数を求めればＦ＝1.2012＜ら.０５＝1.84,有意差なし，

ｉＬ回帰平面間の高さの差の検定

各直径級の平方和，積和を計算する。

第１２表径級毎の平方和，積和等（回帰平面の高さの篭の検定のために）

Srl麺 S2rlγ Ｓ兀図γ径級範囲｜本数’ｓｍｑ２ Ｓ，U8,2

夢lllI
294.10207621

99.26447261

64.24740178

1.40326185

0.80858378

238.21033344

85.46075383

47.55462522

0.56688775

0.47362305

70.30747309

24.79218274

17.96156795

0.99337576

0.56941495

119.04582678

38.98064111

24.07524363

0.14199428

0.16748990

565.80657206

200.83015142

114.71880505

1.09611700

0.98374901

⑪２径級範囲｜本数 Sγ２ 6１ ６，

1,360.01226559’
483坐7373351

昭霊議１
1,355.81473964

480.31468040

283.33548642

3.44951403

2.45932371

1.85120067

1.85163290

1.87135186

1.63839737

1.75773982

1.04859251

1.09254562

1.06862278

1.17842498

0.90299721

21841
1.6951

1i;！
０
０
０

７
５
７

一
一
一
一
一

４
２
２
２
２

１
１
５
７

予備的な分散分析表

自由度｜平方和

二,ilU薦Ｉ護
変動伝１

回帰

回帰間溌

誤差

計

完成した分散分析表

自由度|平方和｜平均平方

.ｊに蕊？”■
因’痩動

回り掃

回帰間差

平面間

不明原因

計
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万＝12.7317群＞恥()5＝1.83‘.（１０，２，１５１

全径数を一括した場合平面間の高さに有意な差が認められる，

の回帰係数が他の数値と異るので，これを除いて検定して承る。

ｂ４～70ｃｍの差の検定

ｉ・回帰係数間の差の検定（第11表参照）

完成した分散分析表

第10表によって見れば72ｃｍ以上

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

Ｉ.,i■
全
回
回
誤

71.03359426

0.09215764

71.12575190

3.59880782

74.72455972

回
帰
帰

帰
間
計
差

0.00767980

0.00180754

計

み､＝4.2488鐸＞天b・oXj＝1.75‘.（１２，１，９９１

有意差あり，４～70ｃｍを一括出来ない。故に52-70ｃｍを除いて検定して見る。

c､：４～50ｃｍの差の検定

nＪ回帰係数間の差の検定（第11表参照）

完成した分散分析表

愛動因｜自由度｜平方和｜平均:平方

69.069056431

:!'蕊Ｉ

全
回
回
誤

帰
問
計
差

２

８

10

1,661

1,671

回
帰
帰 0.00893878

0.00174916

計

〃＝5.1103巻＞ﾉ，ﾙ０５＝1.94〃，８，１，６６１

有意差あり，４～10ｃｍの係数が他と異るので,これを除いて検定して見る。

d、１２～50ｃｍの差の検定

ｉ・回帰係数間の藻の検定（第11表参照）

完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

全
回
回
誤

帰
間
計
差

２

６

８

１，３４７

１，３５５

回
帰
帰

33.31772606

0.01689868

33.33462474

2.37328794

35.70791268

0.00281644

0,00176191

計

み＝1.5985＜'１).0斤＝2.09

有意差なし

仏八６，１，８４７
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ii・回帰平面の高さの差の検定（第12表参照）

予備的な分散分析表

変動因｜｜=1由度｜平方和

|罐Ｉ
283.33548642

0.01689868

2.38247957

285.73486467

回帰

回帰間差

誤差

計

完成した分散分析表

斐動因｜自由度｜平方和｜平均平方

283.33548642

0.01689868

0.00919163

2.37328794

285.73486467

２

６

3

1,347

1,358

回帰

回帰間差

平面間

不明原因

計

0.00306623

0.00176191

Ｆ＝1.7403＜ﾉW０．０筋＝2.60（/・（３，１，３４７

回帰係数間及回帰平面間の高さにおいても差が認められないので12～50ｃｍは，同一回帰係数によ

って幹材･積を推定しても差支えないことがわかった。

e、５２～70ｃｍの差の検定

ｉ・回帰係数間の差の検定（第11表参照）

完成した分散分析表

斐動因｜自由度｜平方和｜平均爵平方

|≦Ｉ
全回帰

回帰間差

回帰計

誤差

計

1,98262317

0.00256210

1.98518527

0.69345732

2.67864259

0.00128105

0.00210139

Ｆ＝0.6096＜'１ﾙ､5＝3.02（/,八２，３３０

念のためこの逆数を求めると〃＝1.6404＜〃ﾙ05＝19.496

有意差なし

ii・回帰平面間の高さの篭の検定（第12表参照）

予備的な分散分析表

(/・（３３０，２

斐動因｜自由度｜平方和

卜Ｉ
3.44951403

0.00256210

0.69492192

4.14699805

回ソ帯

回帰間差

誤差

計
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完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

|,１１
回帰

回帰間差

平面間

不明原因

計

3.44951403

0.00256210

0.00146460

069345732

4.14699805

0.00146460

0.00210139

Ｆ＝0.6970＜五h.０両＝3.86〃，１，３３０

念のためこの逆数を求めると

ｊ'＝1.4348＜ﾉ\b､n筋＝254.0（/､八３３０，１

以上の検定により５２～70ｃｍは同一推定式によって差支えない。

ｆ７２ｃｍ以上の差の検定

ｉ、回帰係数間の差の検定（第１１表参照）

完成した分散分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

|,j蕊
全回帰

回帰間蓋

回帰計

誤差

計

0.00426077

0.00209626

ノリ＝2.0325＜Fbp5＝2.09‘/､（６，

有意差なし

ii、回帰平面間の高さの差の検定（第12表参照）

160

予備的な分散分析表

変 因｜自由度｜平方和動

lｊ

帰
差
差

2.45932371

0.02556462

0.33660742

2.82149575

回

回帰間

誤

計

完成した分散分析表

変動 因 自由度 平方和｜平均平方

回帰

回帰間篭

２
６
３
０
６１

2.45932371

0.02556462

0.00120585

0.33540157

2.82149575

平面間蓋 0.00040195

0.00209626不明原因

計 171
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万＝0.1917＜ふり5＝2.67（/､/，３，１６０

念のためこの逆数を求めるとみ､＝5.2152＜恥.o筋＝8.548‘/､／１６０，３

有意差なし，したがって７２ｃｍ以上の直径級は同一推定式によって差支えない。

以上の直径級毎の分析の結果を纏めると第１３表のとおりである。

第13表直径級別材積式比較の坂纏め

-－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－￣－－．－－－－－￣￣￣

数､修醗|雪;亜呈繼|鵲鶉f裏差三散l

iImLl蕊Ⅱ蕊ｉｉｌ議|鱒！
鮒範囲|本
`~｡､１，

１三ＩＪＩ
雲二mⅡ

万

０．８３２５
＊＊

４．２４８８
＊＊

５．１１０３

１．５９８５

０．６０９６

2.0325

回帰平面間 の差 検定の

径級範囲｜本数 込永にした回帰係数
万平面間の分散 不明原因６ 、

覇Ml71l；
＊＊

0.00182901111.57434～ 0.02116938

4～7０

０
０
０

５
５
７

｛
一
一
一

４
２
２
２

１
５
７

0.001761910.00306623 1.7403

0.002101390.00146460 ０．６９７０

0.002096260.00040195 ０．１９１７

2．材積式の決定

樹種群別,地域別の材積推定式の検討の結果有意差が認められず，また直径級毎の推定式の検討の結果は，

第１３表のとおりで材積式としては４つの推定式を用いることが適当であることがわかった。

決定した材積方程式は第１４表のとおりである。

第１４表決定した材積式

径級範囲｜本数 対数で表わしたもの 真数で表わしたもの

ｃｒｎ

４～１０

１２へ-50

52～70

72～

３１７

１，３５９

３３６

１７２

Ｙ＝-1.19330＋1.8467aYi＋0.92548K:，

Ｙ＝-1.36650＋1.87135Ｋi十１.O68621G

Y＝-1.11476＋1.63840Ｘ,＋1.17842JE，

Ｙ＝-0.93662＋1.75774xi＋0.90300竺】白

､＝－０．０６４０８(/1.871"ん１．０磯62

2ノー－０．０４３００(/1.6洲４０〃1.17843

zノー-0.07678‘1.84673〃0.9輯４８

"＝-0.11598瓜1.75774〃0.90ＩＢＣＣ

径級範囲｜本数｜下偏分散’標準誤驚｜重相関係数

''71
1.3591

０
０
０

１
５
７
２

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

４
２
２
７

１
５

0.00000647

0.00897803

0.09220870

0.48268924

-i-0.0025

±０．０９７８

±０．３０３７

士０．６９４８

0.99265

0.99579

0.91154

0.93362

336

172

不偏分散は真数である。
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また，この推定式は，対数計算によるものであり推定値にかたよりが入ってくるので，このかたよりを除

くため，分布が不明な場合について林業試験場大友技官は次式を修正係数として算出された。

／=,Oﾕ号1.÷(1.9me)`２

た型し〃；資料の数，此分散，‘；自然対数の底

今各材積推定式の修正係数を計算すれば次のとおりである。

胸高直径４～10ｃｍ1.00392

〃 １２～５０〃1.00471

〃 ５２～７０〃1.00558

〃 ７２～”1.00573

したがって求める幹材積は推定値に以上の修正係数を乗じて求める。

VＩ枝条率表の作成

広葉樹幹材積表を作成するにあたって幹材と枝条材を分割することが目的であったので，次の方法によっ

て枝条率表作成の方法を検討した。

従来枝条は幹材に比し実用的価値が少ないため，枝条材積表は少なく本邦では広葉樹については清野博

士')の「主要樹種材種別材漬表調製に関する研究｣，中島博士4)の「北海道潤葉樹標準材積表」等であり，前

者は胸高直径に対する粗朶材積率表（地上より皮付直径７ｃｍ未満の材積の同７ｃｍ以上の部分の材積比を

100分率で示したもの）として，後者は樹種別に枝条材積を幹材積の100分率で示したものである。

針葉樹の枝条率については山本博士'０)は樹高と樹冠の長さの比より直線式によって求め，また麻生氏は胸

高直径と幹材積に関係せしめて枝条量表を作成されている。

以上のように枝条量は胸高直径，樹高，樹冠長または枝下高によって変化することが明らかであるが，わ

れわれが行う測樹の方法は一般に胸高直径と樹高とを測定して材積を推定する方式をとっており，胸高直径

は毎木実測であるが，樹高は必らずしも実測ではなく目測によることがお△いので，ここでは目測による因

子を除き実測する胸高直径の函数として求めたのである。

また，広葉樹の枝条量は一般に千差万別で同一樹種，同一林令にあって､樹型が定まらず生育環境によっ

ても変るので，樹種によって分類することが困難であるが外観上より近藤氏のの分類に従いＩ型（羽状型，

サワグルミ，カツラ等のように生育過程の性質上ほ蟹確定した一つの通直な主幹をもっているもの)，I型

(箒状型，ブナ，ミヅナラ等のように多くの枝を分岐して確定した主幹の判定困難なもの）に大別し，この

二つの型に差が認められるか否かを検討してゑた。

今この二つの型の直径級別本数および樹種名を示すと第１５表のとおりである。

第１５表型別直径級別本数

分｜総数’４~肝'12~牙'22~野'32~肝'42~肝'52~肝'62~肝'72~肝’区

割
３０１

塁8１ 』
型（羽状型）
型（箒状型）
計

１２

１０２

１１４

２０

１１７

１３７
！

９７

６５２

７４９

０
９
９

１
８
９

１
７
８

１
６
７

４
印
図

82-jfnl92以聟 樹 種 名

サワグルミ，カツラ，セン，ホホノキ，キハダ,ヤチダモ，シウリザクラ，
オヒヨウニレ，アサダ，ハルニレ，ヤマナラシ，トネリコ，ニガキ

Ｉ型以外の樹種

１
４
５

２
４
６
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なお，型別の直径階別平均枝条率を示すと第16表のとおりである。

第16表直径階別本数平均枝条率

ＩＩ 型 型

胸高直径階

平均直径|震条臺 鞘直径|震条峯本数 本数

本 ％ ％cnm

ｍ
３
２
８
０

４
６
７
０
１

９．１

１５．９

１９．８

１８．５

1２．５

１６．０

１２．６

１９．４

４
６
８
０
１

１
１
５
５
５
６
６
６
７
５
４
２
４
５
２
３
４
’
１
３
１
２
１
４
１
１
’
１
１
’
１
１
１
１
１
１
’
’
１
１

２
３
１
６

２
３
４
1２．１

１４．１

１６．１

１７．６

２０．０

1７．５

２８．５

２１．９

２０．２

２１．５

1８．３

２０．６
２３．４

２６．２

２８．２

５
０
５
６
３

４
４
３
３
３

９
０
０
８
０

●
●
●
●
●

１
４
６
７
６

１
１
１
１
２

２
４
６
８
０
２

８
３
７
０
８

●
●
●
●
●

９
５
８
１
０

２
２
１
３
２

2１．８

２４．１

２５．６

２７．８

３０．１

０
６
５
０
７

３
２
２
２
１

２１．９

２３．７

２５．７

２７．８

３０．１

０
０
５
０
２

●
●
●
●
●

９
６
６
９
１

２
２
２
２
３

２
４
６
８
０
３

3２．６

３３．１

３５．８

19.0

37.8

21.7

９
０
１
０
９

●
●
●
●
の

１
４
６
８
９

３
３
３
３
３

３
６
８
２
０

２
１
１
２
１

９
０
３
７
５

●
●
●
●
●

４
６
２
０
４

３
３
３
４
３

２
４
６
８
０４

－

４０．２

－

１８．０

０
４
８
９
７

●
●
●
●
●

２
３
５
８
９

４
４
４
４
４

０
９
２
５
７

●
●
●
●
●

０
６
７
９
０

３
１
４
２
２

4２．１

４３．９

４６．１

４７．４

５０．１

２
４
６
８
０
５

３
１
３
８
２

２
１
１
１

3８．２

３４．６

４０．８

３５．１

４４．１

5１．４

５３．０

5２．１

５４．１

５５．６

５７．７

５９．６

７
３
５
６
９
２
６
５
２
４
４
１
３
２
’
１
２
１
｜
’
２

１
１

２
４
６
８
０
６

2０．７

１１．６

4０．９

４５．３

６５．９

３７．６

５７．７

－

５７．５

５９．５

－

３８．０

５９．４

２
４
６
８
０
７

4１．０

５８．５

４８．４

６６．３

５２．１

２
６
６
７
９

●
●
●
●
●

２
３
５
７
９

６
６
６
６
６

－
５
９
４
２

“
妬
臼
田

4８．１

３７．９

３０．７

２９．３

7２．５

７４．５
2０．１

４５．４

９
２
５
６
’

１
３
６
７

７
７
７
７

6１．２

５１．１

５０．６

５５．９

２
４
６
８
０
８

－

７９．７ 5６．３

8１．１ 4８．８ 81.0

83.7

86.6

２
４
６
８
０
９

102.0

７０．１

３５．８

9１．５２

４

６

８

１００

１ 3３．１ 9６．３
－

7１．５

２
４

１
１

１
１ 0２．２

０３．５

8５．２

７０．５

－

１０３．１

－

１

￣

5０．０
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1．枝条率推定式の吟味

前節で区分した二樹種型の枝条量を幹材積で除した値の10o分率を枝条率とし，横軸に胸高直径，縦軸に

枝条率をとり図示すると第４図，第５図のとおりである。この図から明らかなとおり枝条率は胸高直径に従

って増加する1頃向が認められるが,この増加の傾向が直線,曲線の何れであるかが不明であるので,次の直線

（％）
へ

ｇし十ｂ
１００

Ｌ＋ｂ

8０

枝

6０

茶 。

4０ DＯＵ ｏｏ８ｃｂｏ Ｃ
Ｌ】に

率 ９℃

:１，=jfi藷丁蕊了了 ？,Ｃ
ぅ０2０

ＯＯｏＯ＄｡□
￣

Ｏ二Ｆ２０３０４０５０

胸 高

第４図胸高直径に対する枝条率

６０７０８０

直イ蚤

I型（サワグルミ，その他広）

9０１００

（c、）

〆、

Ｙ=房０＋ｂＸ
,へ

Ｙ二二ＱｆｂＸ,＋ＣＸ２
(％）

１２０

100

枝
6０

qノノーCoo
９－． Ｃ

ｊＣ

～鮓惑二9塁.拳
○

茶6０

蕊１２;１２１ﾞｰｽ
率4０

2０

0ノ９－rO304050607080胴高直径

第５図胸高直径に対する枝条率Ｉ型（ブナ,その他広）

9０１００ １１０
(QCm）
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式，曲線式によって検定を試承る。

ｙ＝α＋jXi（８）

ｙ＝α＋〃Yi＋`蝿（９）

ただし，ｙ；枝条率，ノYi；胸高直径，過；胸高直径の平方α,Ｊ，‘'常数’

今資料を二樹種imu毎にそれぞれ(8)，（９）式をあてはめ回帰係数，推定誤差，相関係数を求めると次のと

おりである。

積和，平方和等

区分｜本数ｌｓｂｒ１２ Ｓｒｏ２ s)'２ Ｓｒ１ｊｒ２ Ｓ・rIγ Sr2γ

‘:Ｈ１錨::;に:::::::::叩;::::量:|L::::I:I：’
,呈鯛|L;:::::蓋

Ｉ

Ｉ

型
型

回帰係数，推定誤差の分散，相関係数等

（８）式の場合

区分｜本数 ６ 〃２ １＆〃･"１２ Jγ･鉦1２ ’

１

１

型
型

９７

６５２

0.28357

0.62912

３，３３３．５１

８５，７７３．２５

１２，０３６．３３

１０７，８７３．９５

126.69821

165.95992

0.46571

0.66553

(9)式の場合

区分 ６ 〃２１５Ｗ･`rjr221sy･ﾕﾁﾞ,麺２ 尺Ｃ

１
１

0.24776

0.73678

0.00358

-0.01427

１２，０８１．６０

１０７，７９７．５２

128.52766

166.09787

型
型 ３，２８８．２４

８５，８４９．６８

0.46254

0.66583

ａ・枝条率式の曲線性の検定

前項において求めた直線式，曲線式による推定誤差の分散および相関係数より見ると，Ｉ型は直線式によ

る場合は推定誤差の分散が小さく，かつ相関係数も大きいので，明らかに８式が適合することが認められる

が，Ｉ型の樹種は曲線式による方が誤差分散にほとんど差がなく且つ相関係数も若干犬であり，その差は小

さい，この差が直線'性から有意なものであるか否かによって直線，曲線のいずれによるべきか決るのであ

る。すなわち，(9)式は(8)式に蝿＝、2項を加えたものであり，この項の増加によって回帰に曲線式を用

いた効果が有意な差として認められるかどうかを検定する。

分散分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

直線回帰からの偏差

曲線からの偏差

回帰の曲線性

650

649

１

1０７，８７３．９５

１０７，７９７．５２

７６．４３

1６６．１０

７６．４３

Ｆ＝4.6014＜Fb､０５＝254‘.（６４９，l

この分析表によって明らかなとおり回帰式に為を加えても（曲線性）有意差は認められず，推定式は直

線，曲線のいずれの式によっても大差がないので，ここでは計算の簡便な（８）式によって樹型の差を検討
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することにした。

2．資料の吟味

幹材積の場合と同様枝条職測定においても資料には異常標本の測定値，または計算誤差による異常値が考

えられるので，これ等の異常値を次の方法で除いた。

（８）式によって求めた計算値（第４図，第５図の中央の波線）からの有意水準５％の棄却帯（同図両側

の鎖線）を次式によって求め，この鎖線外に出るものを棄去|Iする。

’-1Ｍルナール)針 （1o）

ただし，γ〃）棄却限界の値，／；Studentの′分布の/の値

苑；胸高直径の平均値からの偏差

‘γ･”；推定誤篭の標準誤差

なお，この棄却帯の計算は直径１０ｃｍ毎に計算して結んだもので，計算表は第17表のとおりであり，除か

れた本数はＩ型では４本，Ｉ型では29本となり一覧表にすれば第18表のとおりである。

第17表棄却帯計算表
１．１型

饗十十。胸高
直径 ,/1-芸－．|'～Ｗ'~三．ｗｌＦ－’ＹｌＣＹ－Ｘ）’（ｘ－Ｘ)２

809.96021

1;:量Ｉ署｜

:灘

８
８
８
８
２
２
２
２
２
２
２

９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０

妬
妬
妬
妬
図
別
鍵
盟
型
別
別

８
０
０
０
９
９
９
９
９
９
９

２
２
１

１
２
３
４
５
６

一
一
一
一

0.9702

0.9796

0.9871

0.9897

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

２
９
３
６
０
４
７
１
４
８
２

６
８
７
５
４
２
０
９
７
５
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
９
２
５
８
１
４
６
９
２
５

１
１
２
２
２
３
３
３
３
４
４

0.0195

0.0101

0.0026

０

０．００２２

0.0092

0.0210

０．０３７７

０．０５９２

0.0855

０．１１６７

22.0082

22.1192

22.1981

22.2272

22.2026

22.1244

21.9903

21.8004

21.5524

21.2463

20.8754

３９．６３

４２．０１

４４．９３

４７．７９

５０．６０

５３.３６

５６．０６

５８．７１

６１．３０

６３．８３

６６．２９

－４．８３

－２．２２

０．５３

３．３４

６．２０

９．１１

１２．０８

１５．１１

１８．１９

２１．３３

２４．５４

０．９８５０

０．９８９７

０．９９３５

０．９９４８

０．９９３７

０．９９０２

０．９８４２

098751
098051

0.96871

蹴謡｜
鯛詞

0.97571

0.96461

:露!：
I露:！’
0.90421

0.87301

2．Ｉ型

饗-．'1-÷。 ,/ＥＦ二751γ－Ｍ/'二尹仰|ｱｰ，”胸高
直径

Ｙ’（ｘ－Ｘ）’（ｘ－Ｘ)２

3Mol-1M8

:翻二:(二
議蕊

０．９９７７

０．９９８４

０．９９９１

1.0000

0.9989

０．９９８１

0.0032

0.0016

０．０００３

0

0.0006

0.0022

０．００４６

０．００８０

６
９
８
７
７
６
５
４
３
２
１

５
５
８
１
４
７
０
３
６
９
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
８
４
１
７
３
０
６
２
８
５

１
１
２
３
３
４
５
５
６
６
７

-26.3271

-18.3271

-8.3271

１．６７２９

１１．６７２９

２１．６７２９

31.6729

４１．６７２９

５１．６７２９

６１．６７２９

７１．６７２９

６９３．１１６２

３３５．８８２６

６３．３４０６

２．７９８６

１３６．２５６６

469.7146

1,003.1726

1,736.6306

2,670.0886

3,803.5466

5,137.0046

０．９９５３

０．９９６９

０．９９８２

1.0000

0.9979

0.9963

0.9939

0.9905

0.9862

0.7809

0.9748

25.2441

25.2619

25.2796

25.3023

25.2745

25.2543

25.2239

25.1809

25.1278

25.0594

24.9810

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

７５．２７

８１．５２

８７．７６

９３．９８

１００．１９

:二::;’
2４．８２

３１．１６

３７．５０

４３．８６

５０．２３

0.9931’

8二:Ｉ:Ｉ:器:l
qo237l

摘要Ｙ；計算値，γ″；有意水準５％の限界
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第１８表

１．１型

棄却木 覧表

種｜維営区｜番号胸高直径｜樹高｜幹材積｜枝条率｜同計算値｜樹

ｍ冊

0.2638

０．５０５２

０．７１３６

2.0816

％
5１．３

４９．５

５４．１

５９．４

％
2３．３

２４．７

２６．５

３３．９

ｍ
８
４
７
６

５
２
２
６

１
２
２
２

ｍ
Ｄ
０
８
５

ｃ
２
７
３
９

２
２
３
５

２
８
４
９

４
２

１

白
栗
如
大

石
駒
神
畑

チダ・モ

ヮグルミ

ホノキ

〃

ヤ
サ
ホ

２．Ⅱ型

種｜経営区｜番号胸高直径｜樹高｜幹材積｜枝条率｜同計算値ｌ樹

が
川
棚
肌
刷
川
剛
川
船
川
洲
川
棚
伽
剛
Ⅲ
剛
川
棚
剛
州
Ⅲ
卿
川
料
Ⅶ
剛
川
棚
》

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
１
２
３
１
２
２
２
４
５
４
７

０
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

％
１
２
ｂ
９
４
８
８
７
Ｂ
５
４
８
Ｄ
９
９
４
５
４
７
２
Ｄ
９
８
５
０
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｂ

８
９
０
５
１
６
６
７
７
１
３
９
７
０
４
８
０
４
５
８
９
３
２
７
９
３
６
２
５

４
４
５
５
５
５
６
５
５
６
６
５
７
７
７
７
７
７
７
１
１
９
９
７
７
２
２
０
３

１

％
５
Ｄ
ｂ
８
１
４
５
５
Ｊ
９
１
Ｂ
７
５
Ｄ
６
８
Ｊ
８
５
０
２
６
２
９
９
ｂ
８
６

１
２
２
３
４
５
５
５
６
１
２
３
３
５
６
６
８
５
５
６
７
７
７
０
１
３
０
３
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
５
５
５
６
６
６

ｃ[ｎ

１４．７

１５．４

１６．３

１８．２

１８．８

２０.８

２１．０

２１．０

２２．０

３１．２

３１．５

３３.3

34.0

36.8

38.4

38.6

41.3

52.2

52.５

５４．４

５５．１

５５．４

５６．１

６０．２

６３．０

６６.２

７６．８

８１．０

８８．６

１，

１３．７

１１．７

１５．０

１４．８

１７．０

１４．４

１５．２

１１．２

１３．５

２０．９

２２．６

２２．０

２０．０

２０．７

２４．２

２０．４

２０．０

２１．６

２３．３

２８．０

３０．３

２４．１

２３．９

２２．４

２２．５

２６．１

３０．０

２８．３

３１．０

１
３
９
７
９
４
０
５
４
８
５
３
５
５
２
２
９
７
６
０
７
２
３
２
１
４
５
５
４

８
１
２
２
３
６
２
７
２
１

５
２
４
１
２

３
１
２
５
１
１

１
２
２
５

白
石
栗

石
巻
駒

イタヤ

クリ

ブナ

ィヌプナ

イタヤ

ミヅナラ

〃

，ケ

フ余ナ

イタヤ

ヂ

フナ

オノオレカンバ

ミヅナラ

オノオレカンパ

ミ ヅメ

モミジ

ミヅナラ

オノオレカンパ

フ゛ナ

〃

ケヤキ

トチ

フ゛ ナ

ミヅナラ

〃

う゛ナ

トチ

イタヤ

トチ

〃
〃
〃

畑
石
田
山

大
口
蓬
田

〃’

岩
大
岩
宮
大
岩

泉
畑
泉
占
畑
泉

ﾘｸﾞＰ

白
水
岩
姫
田

石
沢
泉
神
山

〃
〃

沢
駒
神
泉

水
栗
姫
岩
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なお，棄却後の直径階別平均枝条率は第１９表のとおりである。

面従階別本数および平均枝条率（棄却後）第１９表

Ｉ型 型１
胸高直径

本数｜平均直径ＦＦ均枝条率１本数｜平均直径｜平均枝条率

ｍ
４
多
Ｏ
Ｒ
）
、
）
ワ
ニ
４
二
ｂ
（
ひ
０
ｏ
二
４
１
６
，
ロ
ハ
Ｕ

『
１

０
』

ｎ
ｏ

ｃ

１
１
５
５
５
６
６
６
７
４
４
２
３
５
２
２
４
－
１
３
１
２
１
４
１
１
’
１
’
’
１
１
１
１
１
１
’
’
１
１

８
９
９
９
１
１
１
６
０
８
１
６
０
１

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
０

４
６
７
９
２
４
６
７
０
１
４
５
８
０

１
１
１
１
２
２
２
２
２
３

１
９
８
５
５
５
９
２
５
４
３
７
８
８

●
●
●
●
●
●
●
●
巳
●
●
●
◆
●

９
５
９
８
７
８
１
０
１
４
５
８
４
０

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
１
２
２

２
３
１
６
５
９
３
４
２

２
３
４
４
３
３
３
３

３
２
８
０
９
０
０
８
０

●
●
●
●
●
●
⑪
●
□

４
６
７
０
１
４
６
７
０

１
１
１
１
１
２

５
０
６
４
３
８
８
８
３

●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●

２
６
２
９
８
９
１
４
７

１
１
１
１
１
１
２
２
２

７
６
５
０
７
１
４
７
０
０
２
１
３
８
２
５
０
２
６
８
２
５
４
２
４
４
１
２
２
’
’
２

２
２
２
２
１
２
１
１
２
１
２
１
１
１
１
１

０
７
７
８
１

●
●
●
●
●

２
３
５
７
０

２
２
２
２
３

25.5

26.0

26.5

29.0

３１．２

３２．３

３１．３

３０．０

３７．１

３４．５

２
４
６
８
０
４

32.6

33.0

35.8

1９．０

２９．６

２１．７

０
０
０
０
９

■
ロ
●
●
●

２
４
６
８
９

３
３
３
３
３

－

１８．０

－

４０．２

3０．０

１６．９

４７．２

２９．５

２０．７

２
４
６
８
０
５

4２．０

４３．４

４５．８

４８．９

４９．７

4２．２

４３．９

４６．１

４７．４

５０．１

3６．７

３４．６

４０．８

３５．１

４４．１

２
４
６
８
０
６

5１．４

５３．０

5２．１

６４．９

５５．７

５７．７

５９．５

3６．３

５７．１

６２．２

３７．６

５５．３

2０．７

１１．６
￣

5７．５ 3８．０

２
４
６
８
刀

6２．２

６３．８

６５．５

６７．７

６９．９

４１．０

５４．３

５４．５

６６．３

５２．１

6４．５

６６．９

６７．４

６９．２

4８．１

３７．９

３０．７

２９．３

２
４
６
８
０
８

7２．５

７４．５

2０．１

４５．４

7１．９

７３．２

７６．３

７７．６

6１．２

５１．１

６２．９

５５．９－

７９．７

－

５６．３

２
４
６
８
０
９

8１．１ ４８．８
￣

■■■■■■■■■■

8３．７

￣

7０．１

２

４

６

８

１００

１ 9１．５ 3３．１ ２ 9６．３ 7１．５

１
１ 102.2

103.5

２
４ 8５．２

７０．５

－

１０３．１

￣￣

１ 5０．０

－－．Ⅱ■』■Ⅱ‐Ｉ１ｉ’’一
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３．冊Ｉ型問の差の検定

棄却された資料を除いて平方和，積和，回帰係数等を計算すれば次のとおりである。

区分｜本数｜ｓ態２１ｓ態]ノ’ｑ''２１ｓh/洲冒２１ｓγ･"塾｜ｓγ･鯨’J１’

‘::|::量:二:|亡馴|;:鯛に:;:量:に::::蓋;に:::':霊 ::I:;!|:第二：

型
型

Ｉ
Ｉ

a・回帰係数の有意性の検定

回帰係数がＯと有意差があるか否かを／検定によって検定すれば次のとおりである。

区分 ６ Jj2 (/･アＺ

＊＊

５．４５０６
＊＊

24.7591

0.27078

0.61804

0.002468

0.000623

９１

６２１

１
１

型
型

ただしJD2＝J少癖/Smに２，ｚ＝J/`‘

この表により明らかなとおりｚの値が著しく有意で，この関係の回帰が有用であることが明らかである。

b・相関係数の有意性の検定

検定の結果は次のとおりである。

|Ｘ分’（'′､プ Zﾌﾞー

＊＊

５．４５１６
＊＊

24.7591

0.49610

0.70482

１

１１

型
型

９１

６２１

ただし部悪
上表によって’の値が有意で(1)]らかに相関関係が成立することが認められる。

c、１，１型間の回帰係数の有意差の検定

ｉ・分散の一様性の検定

幹材積の樹種群の検定と同様分散の一様性を検定すれば

区分｜自由度｜平方和｜平均平方

99.999121

123.884412

９１

６２１

Ｉ

Ｈ

９，０９９．９２

７６，９３２．２２

型
型

万＝1.2389＜Fb､025＝1.37（Ｍ６２１，９１

有意差なし，

ｉｉ、回帰係数間の篭の検定

(i）において分散が一様であることが明らかとなったから，Ｉ型，I型の回帰係数間の差を検定する。

二樹種型の平方和，積和および回帰からの偏差の平方和を合計して

三sが2＝239,336.23 三s則り'＝133,849.15

Zs1y2＝164,946.05 コAs}Z)化"2＝86,032.14

この値から平身1句的な回帰係数および回帰による平方和を求めると
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Sy2＝74,855.40

4０

ｊ＝0.559252

完成した分管上分析表

変動因｜自由度｜平方和｜平均平方

しＩ
７４，８５５．４０

４，０５８．５１

７８，９１３．９１

86,032.14

164,946.05

全
回
回
誤

帰
間
計
莱

回
帰
州 ４，０５８．５１

1２０．８３

計

Ｆ＝33.5886鐸＞/9h.０局＝3.85ｲﾊﾊﾞ１，７１２

この検定の結果Ｉ邸と，Ｉ型とは回帰係数に差が認められるので別々に枝条率を求めねばならない。

iii、４－５０ｃｍの回帰係数間の差の検定

（ii）において全径級を一括した場合に差が認められたが胸高直径50ｃｍまでの資料によって検定して見

る。

５０ｃｍ以下の資料において二樹種型の平方和，積和，回帰からの偏差の平方和を合計して

囚“2＝92,212.95 已錐γ＝43,818.28

国△Sy2＝71,654.25 画＆/Ｗ２＝49,743.4ｇ

この値からJ及び回帰による平方和を求めると

〃＝0.475186 ．Sy2＝20,82183

完成した分散分析表

XＨ１動因｜自由度｜平方和｜平均平方

■=’
2０，８２１．８３

１，０８８．９３

２１，９１０．７６

４９，７４３．４９

７１,６５４．２５

全
回
回
誤

帰
間
計
鑛

|回

附i｝

１，）

1,088.93

8２．０８

計

Ｆ＝13.2667鐸＞Fb､０５＝3.85〃，１，６０６

有意差あり，

したがって５０ｃｍ以下においても回帰係数間に差が認められるのでＩ型，Ｉ型は個々の推定式によらな

ければならない。

4．枝条率計算式の決定

枝条員を測定した749本の資料を二樹種型に分類し，胸高直径に対する枝条率の関係を検討した結果両型

とも直線関係にあり，両者の回帰係数間には有意な差が認められ，それぞれの型の推定式によって枝条率を

推定しなければならないが，この二式によって求める枝条率は，I型が一般に小さい値を示すが胸高直径

20ｃｍ以下ではほとんど近似し，胸高直径12ｃｍ以下では反対にＩ型の方が犬となる。一般に小型級では樹

型による差が判明しないので検定の結果により胸高直径12ｃｍ以下はＩ型の推定式によって求めることにし

た。
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なお，本調査において管内に分布する各樹種にわたって資料を集めることが不可能であったので，調査さ

れなかった樹種で川型と同類のものはＩ型を適用し，Ｉ型以外のものはＩ型を適用することは差支えない

ものと考える。

次に決定した推定式を示すと第１９表のとおりである。

第１９表枝条率推定式

名区分Ｉ樹 推定式｜不偏分散｜標準誤差種

，
上
司

キ
オ
リ

ノ
，
、
不

ホ
ー
フ
ト

ホ
ク
．

，
ザ
』
シ

ン
リ
ー
ー
ル

セ
ウ
ル
ウ

７
シ
ハ
，

｜
う
り
リ
シ

ッ
モ
ダ
ラ

カ
ダ
サ
ナ
種

，
チ
ア
マ
樹

ミ
ヤ
，
ヤ
の

ル
‘
し
，
外

グ
ダ
ー
ー
キ
以

ワ
ハ
ウ
ガ
型

サ
キ
ヨ
ー
一
丁
１

Ｙ＝16.30477＋0.27078ｘ

型
型

Ｉ
Ｉ

99.615385 士９．９８０８

Ｙ＝１１．６０４５８＋0.61804I 115.916742 士１０．７６６８

Ｉ型において胸高直径12ｃｍ以下はｌ刺の推定式による。

不偏分散＝S(ｙ－Ｙ)2/("－２）

(ｍ$）

ただし，

Ｉ

0０１

5０

幹
3０

20

1.5
枚

1０

０８

０６積

表
値

Ｉ

０４

２
鈩巨弓

Cｒ

’＠

０ １０１５２０２５３０３５
(ITI）

・樹高

第６図材積表に対する資料の適合状態
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Ｖ幹材積表，枝条率表の資料に対する適合状態

4２

幹材積表

材積表としては，胸高直径および樹高が同一である種々の圏の平均材積に対して偏差が少ないもので満足

しなければならない。また樹型の異る個々の樹に対し精密な値を示すことは不可能で，特に広葉樹のように

樹型が不定なものでは分散が大きいので少数の本数に対しては差を示すことがまぬがれない。

推定材積の資料に対する適合状態は各推定式の不偏分散，および標準誤藻から明らかで胸高直径とともに

大となる。

今l0cm毎の胸高直径階に対する樹高毎の平均幹材積（資料）と推定材積の関係を図示すれば，第６図の

とおりで適合の状態がIlUらかである。

2．枝条率表

枝条率は幹材積よりも分散が大で，胸高直径階毎の平均枝条率に対する推定値の関係を図示すれば，第７

（％）
8０

枝
６０

？
』 ｑ

＄

〈？茶
4０

『】０K」 『
－
１八ｍ一が

７
．

率
§

＞-℃

2０

｡

－１１
１００１１０

《、）

--1--
１１１iil ７０３０４０５０６０７０１Ｍ９０

直月句高径

第７図枝条率表に対する資料の適合状態Ｉ１ｒリ（サワグルミ，その他広）

０

(％）
。

Ｉ

枝

DＵ

茶
』。.⑥

Ｔ￣巳

率 ｡.。.ｇ亥ﾌﾟ<〆

可咀

５０７０肌

第８図枝条率表に対する資料の適合状態Ｉ型（ブナ，その他広）



4３青森営林局広葉樹立木材積表調製説明

図，第８図のとおりである。

Ⅵ他管内の材積表との比較

1．幹材積表の比較

第９図のとおりである。

(ｍ:;） 。Ｐ畠■

10.0

、

5０

幹
3０

2０
6夕

杖

１．０

０．８

積０５

Ｍ

￣

】二

■’

｡=o-２－．２０二J

a〆 ￣

ご￣

云戸デ
0２

…,－－－－－：１０

＿｣－－－Ｊ
３５４０

（１１１）
SＩＯ１５２０２５３０３５

樹 高

第９図他符内幹材積表との比較

2．全木材積表の比較

第１０図のとおりである。
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⑪
Ｆ
く
０

０

＞－０ﾍﾟﾖ
チベヨ

ｺﾛAｊ

ｄ＝瓜」

ｎ一四

ケペ団

ケーロ

舟ユ己

5.0 ｡〆巴
守一巴

つ戸～

＞己｡ゴェョ

ゴーＣ

3Ｄ 6-.-屯

幹

＞■K」

、ﾆｴ」
1.5

＞再くご

杙 、ﾛﾍ」

】曰戸□

1０

句－．－。－。￣ロ

チペヨ
牙一KＪ

0６積

0４

表
繍
糀
瀧

ゴーＣＩＥ

章i;二｡-o記
夢鈩聾

,二二二二二参彦〆
…‐－多き－．－

--F－ｻﾜｸｿ|ﾐその他新0２

-’０（cwl，

2０２５３０１５

樹

３５

０１t）
５ １０

高

第１０図他の全木材積表との比較

Ⅶ幹材積表，枝条率表使用上の注意

1．幹材積表

1．この立木材積喪は，青森営林局の広葉樹全般に対して適用するものである。

2．この立木材積表は，毎木の胸高直径（地上１．２ｍ)，樹高を測定して幹材積を求めるものである。

３．本表の材積は，次の材積方程式によって算出した値であり，直径級毎の推定式による推定値が前後と

不均衡になった値は図上で修正した。
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材積推定式胸高直径

ｍｃ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
、
）

で
上
Ｆ
Ｄ
行
ｌ

｜
｜
｜
｜

忽
坐
ワ
ニ
ｏ
己
ｏ
竺

刮
上
Ｆ
Ｄ
庁
Ｉ

Ｙ＝5.80840＋L84673xi＋0.92548躯
へ－

Ｙ＝5.63555＋1.87135ｘｉ＋1.06862丞，
へ_

Ｙ＝5.88766＋1.6384Ｍi＋1.17842Ｋ､
へ－

Ｙ＝4.06586＋1.75774Jfi＋0.9030qYz，

注：この材積式は修正係数により修正したものである。

ただしＹ＝'ogy幹材積の対数

Ｘｉ＝109(／胸高直径の対数

蝿＝log〃樹高の対数

4.本表以外の幹材積は３．の材積式によって求める。

2．枝条率表

イ、本表は胸高直径を測って枝条率（幹材積に対･する枝条材債の100分率）を求めるものである。

ロ、本表の数値は次の;樹種区分によって，胸高直径14ｃｍ以上は各樹型ごとの枝条率推定式によって求め

た値であるｏただし，胸高直径12ｃｍ以下は樹橦に関係なく，Ｉ型の推定式によって求めた値である。

樹型 推定式樹 名種

サワグルミ，カツラ，センノキ，ホホノキ，キハダ，ヤチダモ，

シウリザクラ，オヒヨウニレ，アサダ，ハルニレ，ヤマナラシ，
トネリコ，ウルシ，ニガキ

Ｉ型以外の広葉樹

Ｉ型

Ｈ型

’＝１６．３０４７７＋0.27078(／

Ｐ＝１１．６０４５８＋0.41804(ノ

ただし，ハ枝条率（％)，‘；胸高直径（c、）

'､、本表以外の枝条率は、胸高直径12ｃｍ以下のものに対してはI型の推定式，胸高直径14ｃｍ以上は樹

型別にそれぞれの推定式によって求める。

Ⅷ作成年月日および担当者職氏名

着手昭和28年６月

完了昭洞130年７月

担当者職氏名

計画課長片岡正

主査:齊騰

係負山内

同五日１１丁

郎
助
磨
男

栄
文
重

む す び

青森営林局管内（青森，岩手，宮城）に分布する広葉樹2,277本の資料を用い推測統計法を利用して広葉

樹立木幹材積表を作成した。

１．材積方程式は山本博士の用いたzノーα`bW2がよく適合することが認められた。

２．幹材積において胸高直径50ｃｍ以下では樹種群別の有意差は認められない。
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3．管内の近似する個所を合併し三池域に分類して幹材積を比較した結果，胸高直径50ｃｍ以下では地域別

の有意差は認められない。

4．幹材積推定式は直径級により差が認められ，全資料を一括したものよりの推定式を用いることが不可能

で，４つの推定式に分れた。

5．胸高直径に対する枝条率の関係は，直線の傾向が認められた。

6．樹型による枝条率は有意差が認られるが，胸高直径20ｃｍ以下では差が認められない。
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Ｊ
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
１
１
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
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付-表１表 調在地の林況一覧表

経営区｜林小班｜地位|疎密度ｌｈａ当幹材積 況林

ツ

ヂ
、
←
、
◆
、
十
、
千
、

マ

』
広
』
広
広
』
広
広
』
広
』
広
広
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ヵ
広
広
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ア
イ
Ｊ
１
ト
ー
１
１
〃
１
１
１
Ｉ
Ｊ
Ｉ
～
－
１
１

ヶ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

冊
１
１
１
．

ｍ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
句
Ｊ
［
ｌ
ｎ
ｖ
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
ｖ
ｎ
〉
ｎ
〉
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ｎ
ｖ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
〉
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｐ
ｏ
（
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ｎ
〉
〈
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
〉
、
〉
（
Ｕ
ｎ
〉

釦
０
６
５
２
６
３
３
５
８
６
５
５
４
２
０
０
８
５
２
５
２
７
７
４
６
１
５
８
２
９
０
３
６
２
８
１
８
０
７
２
４
８
２
５
８
５
５
６
４
９

『
１
『
上
司
１
ｏ
』
『
１
司
几
『
１
『
上
司
１
○
二
ｍ
二
、
二
、
。
ｏ
】
『
１
ｏ
』
の
二
ワ
ニ
ハ
ニ
イ
上
ｏ
】
、
二
『
１
ヨ
１
■
１
『
几
イ
１
ｏ
］
訂
上
ｏ
］
司
几
勺
ｌ

ｏ
Ｂ
ｏ
ｅ
ｏ
］
『
１

の
一

⑪
の

■
１
の
》

は
ろ
い
い
に
い
い
い
い
い
ろ
し
い
い
い
い
は
る
い
る
い
い
い
い
ろ
に
ほ
い
い
は
い
に
い
い
い
い
ろ
を
に
ぬ
い
い
ろ
ほ
に

５
４
８
８
２
２
４
２
６
０
１
９
４
３
９
６
９
３
５
５
５
６
７
９
汀
鋼
砠
別
坐
扣
Ｗ
妬
例
日
型
田
死
品
田
矼
羽
勿
印
ｗ
⑲

Ｆ
【
』
イ
■
▲
【
Ｊ
０

ｎ
『
）
、
パ
リ
・
扣
辻
、
『
）
（
ｘ
Ｕ
『
Ｏ
Ｌ
（
ｍ
Ｕ

ｎ
『
Ｊ
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
「
）

ｎ
〃
』
（
×
〕
句
”
ｉ
ｎ
〃
二

Ｆ
【
〉
卍
０
ユ

ヨ
Ⅱ
△
『
０
▲

『
Ⅱ
ユ

ハ
ベ
リ
、
夕
色

刊
■
ユ

ゴ
０
ユ

中
〃
〃
上
中
上
中
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
上
中
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

中
〃
〃
〃
密
中
〃
密
中
〃
〃
密
〃
〃
中
〃
密
疎
密
〃
〃
中
密
〃
中
〃
〃
密
中
疎
中
〃
〃
〃
疎
密
〃
疎
密
疎
密
〃
中
密
中

ヒパ，広,混交多層林

〃

ブナを主とする多層林

ヒバ，広，混交多層林

ミヅナラを主とする多層林

ヒバ，広，混交多層林

〃

ヒノ〈林上部のブナを主とする多層林

ブナ，ミヅナラを主とする多層林

ブナを主とする多層林

〃

ブナ，ミヅナラもす主とする多属林

ミヅナラを主とする一齊林

ブナ，ミヅナラを主とする_齊林

ブナ，ミヅナラを主とする多層林

〃

ノク

ノケ

プナをご主とする多層林

クリ，コナラを主とする壮令一齊林

〃

ブナ，ミヅナラを主とする多層林

ミヅナラ，ブナを主とする多層林

〃 壮令－－齊林

アカマツ，広，混交多層林

ミヅナラ，ブナを主とする多層林

〃

ミヅナラ，カソノ〈を主とする多層林

ブナ，トチを主とする多層林

イヌプナ，コナラを主とする多層林

〃

ノクグ

ノグ

コーﾃｰﾗ，クリ壮令一齊林

クリを主とする壮令一齊林

田
田
浦
屋
石
畑

田
戸
山
神
石
崎
内
沢
関
慈
泉
馬

古
野
石
渡
巻

駒
山
石
美

〃
〃
和

〃
〃

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
船
〃
〃
〃
〃

〃

蟹
蓬
深
目
黒
大

十
三
田
姫
雫
岩
本
水
一
久
岩
門

宮
遠
釜
大
石

栗
岳
白
加

｛

クリ，コナラ，クヌギを主とする壮令一齊林

コナラ，クリを主とする壮令一齊林
〃

〃タ

コナラ，クリを三上とする壮令一齊林

ブナ，トチを主とする多層林

ブナを主とする多層林
〃

ｺｰﾅｰﾗ，クリを主とする壮令--齊林

ブナ，ミヅナラを主とする多層林

～
～

■、



4８ 材積表調製業務資料第１号

附表２表

直径階別，樹高階別，平均材債（全本数）

饗奎臺||響料篝材簔|腱窪蔭|磨高|本数|謹材薑||艫|露喬万三ｍｍ壽T要=震'１M1願Ｉ本
６
，
，
７
５

ｍ3

0.0026

0.0038

0.0048

0.0058

0.0072

本
２
２
３
１
５
７
７
４
２
５
２

１
１
１
２
１
１

ｍ弱

０．０５０５

０．０６７７

0.0719

0.0758

0.0873

0.0941

0.0978

0.1112

0.1142

0.1386

0.1475

回
４

本
妬
、
肥
ｍ
ｎ
ｍ
５
１

ｍ３

0.2051

0.2018

０．２１９６

0.2414

0.2587

0.2694

0.2912

０．３３７１

ｍ３

０．６９７２

ｍ
勾
岳
Ｆ
Ｄ
〆
ｂ
向
Ｊ
Ｒ
）

墨|秀

亟
叫 Ｉ、

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

ｃＩｎ

ｍ
ｕ
妬
妬
Ⅳ
狙
狙
卯
、
型
邪
型

ｃ【、

２１2６ ０．２７４９

0.3216

０．３１３１

０．３５６８

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

１
７
１

６

２
２
４
７
３
９
３

１
２
２
１

５
６
７
８
９
０
１
１
１

０．００７１

０．０１０２

0.0103

０．０１２６

0.0131

0.0167

0.0188

０．３９２８

０．４０８２

０．４０７５

0.4543

０．４７６３

０．５０９３

0.5601

０．５９４３

0.4646

１
－
－
－
－
’
－
１
－
１
‐
１
－
－
１
「
ｌ
ｌ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
１
－
ｌ
１
－
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

一’｛一回〉一一クニ（一四〉｝．｜【如佃－．－（』一一（叩）・毎扣扣一・一一盲．』一彗凹》（叩一『］》）一ケ（》】》二『■■■ロー
ニマニロロ□一

0.3411

0.3788

１
２

鱒Ｉ

ｉｌｊｉｌ

1６ 0.1345

0.2236

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

１

２

１
２
４
９
７
１
４
３
３
５
２

１
２
１
１
１

2２

１
２
３
４
５

１
１
１
１
１

８

６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

２
２
５
５
２
９
３
４
１

１
１
２
２

0.0149

０．０１６７

０．０１８９

０．０２３３

0.0241

0.0283

0.0305

0.0319

0.23501

0.24061

７
９

1,1]：
1Ｒｌ１１

０．２６５２

０．２３３６

０．３０４５

０．３２０４

０．３３３９

０．３８６０

0.3953

0.4001

０．４１７３

０．１９１２2８ １

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

８
９
０
１
２
３
４

１
１
２
２
２
２
２

８
１
５
８
２
２

１

０．２７４６１

0Ⅲ`Ｉ

５
２
２
８
２
６
５
５
９
６
７
１
１
１

１

０．３９８０

０．４０６２

０．４１０４

0.4265

０．４７０８

0.4930

０．５１６４

0.5656

０．５９０９

０．６１７１

０．６５６８

０．７８３２

０．６９４０

０．７５７４

10

７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

４
７
１
０
１
１
０
７
１

１
２
２
２
１

１ ０．２０８１０．０３２４

0.0294

０．０３３７

0.0360

0.0410

０．０４６２

0.0505

0.0558

０．０６９８

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

1８

４
４
８
４
８
１
９
５
６
２

１
１
１
１
１

0.1260

0.1363

0.1469

0.1602

0.1633

０．１８８２

０．１９５６

０．２０９２

０．２１９９

０．２７４０

2４

１
１
１
１

３
２
５

１２１３１

１１m１
ｎｎｌｍＩ

０．２４１４

０．２３６１

０．２８８３

０．３０３６

０．２９７２

０．３２８０

０．３２４７

0.36401
■1

0.39411

２
４
０
４
０
５
９
４
１

１
２
１
２
１

1２

９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１

0.0425

0.0436

0.0612

０．０６４８

0.0732

0.0733

０．０８２８

０．０９０４

０．１０１８

１
１
１

４
７
５
２
１

１０
１
２
３
４
５
６
７

２
２
２
２
２
２
２
２

0.4183

０．４８１９

0.4426

０．４７１６

3０

}|:三ｉｉｉ

２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１

１
１
１

０．３２２２

０．４３２４

０．４１７０

１
２
３

１
１
１

１
７
６

2０

:量:黒
0.15891

１
４

0.4878

０．４６９１



4９青森営林局広葉樹立木材積表調製説明書

誓径蟇|鰹高|本数|鱸醤径嬉|農高|本数|篝材瘻|膣径蟇|鰹高|本数|謹材裏|豐径團擢高|鮒 |Ｉ
平均
幹材債

壱’1鑑４

､悪i…雛
ｍ9１

１．２８５２

０．８７７８

１．１０５７

１．２２４９

１．３４２９

１．３６０７

１．３６０１

１．４０７９

１．４７６９

１．４６６０

…患
１１９

１聟

季１Ｍ墨
６１０．６０００

６１０．６０７０
８１０．６８５５

８１０．６６５５

8106971

６１０．７５８３
５１０．８２７２

本

１

ｃｒｎ

ｍ
別
、

ｃｒｎ

ｍ
勿
帥

Ⅲ8`'’’
0.734611

１．４３０４

1.6904

17676

１．７３６８

１．９１４１

１．８９１４

１．９６６８

|室
９
７
９
４
２
２
１
２

１
１
１
１
１

４
７
８
１
８
５
２

１

２
３
４
５

２
２
２
２

3６

１
１
１
１
■
■
１

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

１
２
１
１
２
３
３
８
８
７
７
６
２
２

４
５
６

２
２
２Ⅱ重

'２４ 鰯
６
７
８
９

２
２
２
２

'２７

１２８
2５

２６

iに::;：
0.8134

0.7679

0.8439

０．９２３５

1.0122

1.1246

１０６８８

１．１６８３

３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

3２

０．９９８１

７
８
９
０
１
２

１
１
１
２
２
２

１
■
Ｉ
「

4２ ２

２１０．５４４３

１．１２５６

０．９９４４

１．２１８７

１．１６２２

１３３０２

１．４３６０

１．４６６４

１．４３９３

１．６３０４

１．７０５４

1.8678

１．７４８７

1.5073

1.8048

1.8148

１．７０８０

2.0182

1.84721

１．９８７０

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

4８

１
３
３
２
０
６
０
５
１

１
１

２
１
５
４
７
６
３
４
５
２

１

２
８
６

0.6157

0.5740

0.6100 1040411

045481

’１９
１－ １

§'9巨2391 '２３

１２４

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

口
Ｉ

3８

３
４
５
６

１
１
１
１

１

１
９
６
３
１
２
１

１
１

0.7203

0.7786

0,7607

０．８２８１

０．８８０６

０．８８１７

１．０３４６

５
６
７
８
９
０
１

２
２
２
２
２
３
３

２
３
３
３
７
３
１
２
９
５
３
２
１

１

0.5415

０．７８２９

０．８５３２

０．９１１９

０．８８６７

１．０１０２

１．０１８０

1.2454

1.0701

1.0745

1.2489

1.5681

1.4749

'1７

1烟
’１９

２．４５３８１

１．８４０４

１．８９６３

１
１

１１２．５６９０

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

1.0408

肥Ｉ
１

３
２
１
６
６
４
９
５
６
３
２
１
１

5０

１
４
１
２
５
４
０
７
５
４
２
１
２

１

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

4４

８
６
３
０
５
９
３
３
３
８
６
２
０

５
５
８
１
３
２
８
８
６
２
１
３
０

叱
勿
妬
型
側
別
記
“
河
弱
氾
而
、
肪

１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

妬
朋
妬
卯
的
四
ｕ
蛆
、
“
“
仙
駈

１
６
３
２
７
２
３
０
７
７
２
７
８

６
６
０
７
７
０
０
０
２
２
４
３
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
２
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

3４ 0.6412

０．５１７５

０．５６７７

０．６８５１

０．６８０９

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

１
１
４
２
２

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

0.7128

０．７８９５

０．７９７５

０．８５０９

０．９６７５

０．９３６４

１．０５４６

１．１７９４

１．０９００

５
４
６
４
８
４
１
１
１

１

l1L4227

１ １．７００２

4０

６
７
８
９

１
１
１
１

１
１
３
４

０．７６７２

０．８５７５

１．１２６１

９８４３

１．０３９４

１．１６６０

７
８

１
１

Ｐ

２ 1.68794６

１
１

5２1８

１９
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直径階別，樹高階別，平均材積（全本数） (つづき）

腱径蟇|擢高|本数|篝材薑|豐径蟇罎高□蝋艫|警高|本数|護付裏
omlBl秀|L野。
」,､，4,,…

豐径蟇|曇高|本数Ｉ
平均
幹材積

平均
幹材積

１，９＄

３．２０６８苓胆鰯。
４１１．５０２４

雫'３，蕊’ |墨|秀’
ｍ１本

2コ‘
2５，２

２６１４
２７１６

ｍ９Ｂｌ

２．９７６８１

２．７９５６

ｃｒｎ

■
Ⅱ
■
Ｉ
１

ｍ
型
泌
妬
酊
朋
勿
別
別
皿

ｃＩｎ ｃｒｎ

３
・
］
４
４
割
１
１
２

３１２．３５４９

|:１

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

3.0380

３１１．７８４２

:二重:Ｉ
３．２８３６

８
６
７
１
１

2.61841
2.40251

i;篝「
1.9597 ３．９４２１

４
１
７
８
７
４
１
１
５
１

１
１

１
３
２

1.8376 ３．５８２４

３．２９９３

３．１０４９

８
９
０
１
２

２
２
３
３
３

４．１６７７３

'2，，３０

２．０７１５

２．１８８８

M6931

掛川'’
2…
254001

二;;蟹Ｉ
3.57921

3.36541

２．２６８５ 3１

２．３６４９ ３．６１８１３．１４０４４

１
１
５

３
３
３
５

１
１
１

１
１

１
３
４
２
４
１
１
１
３
１

１
１
１
１

２．３１０２

"E’
’2，
，２３

１

２．１３６４

９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
２
２
２
２
２
２
２
２

３．８０７４

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

1.642415８ 7０
１
１
２

３．５３７３２．７０８３ ２．０００７’

220171

１
１
４
６
６
５
４
１
１

２．８５９７

３．１６４５２４

１２５

，２６

３．６１６８

３
６
６
０
７
５
４
３

１

４．１０３２３．６０１２

４．３３１８

７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
３
３
３
３

3.3498

４．２７７６

４．４６３４

5４ 1.2453

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

４．８３９０

８
９
０
１
２

２
２
３
３
３

２．８１１８

４．７１５４３．２３９５1．５２６１

３．５０８６ ４．３９１２３．３０９４

１
１

１
２
２
２
７
３

２
１
２

２．８１７６1．７８１８

３．２７９４3.3346

１
１
２
３
３
５
６
３
４
３
６
１
１

１
１

４

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

7２２．１９２９

５１２．１９４５ 6６ ２．３２１８

翠
朗
型
朋
妬
酊
記
四
別
、
釦
羽
型
弱

6０ ３．３２７４５１２．１７１８ ２．７３４３

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

2.0765

５
１
７
５
９
１
２
１
１

２
１

２
１

２．８２７６２．４１０９ ２．０９４０

３．１３４２２．７９０２ 2．２０６１ ４．４５９４

２．４０１６ ３．５４１７2.5405 3.6648

２．６２８８ ３．７０７９ ４．１３５３２．６３２３

２．７８５８ ３．７５１７２．９４４１

３．２９７９ ４．０４２７ 4.47853.0461

２．７２３３ ３．６３３２２．６０９１ ４．７８８４

２．５０８９ 3.0538 ３．８８２１ ６．６７００

3.2505 ３．４０７０ ４．５９４８

３．６７８４ ５．１７７９

1.52705６ ３．６６８０ ５．０３７６

７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
２
２
２
２

４．５３５６

１
１

１
４

6２１１９ １．０９７８ 7４

９
０
１
２
３

１
２
２
２
２

２．７８４３

２．１４４９

０
１
２
３

２
２
２
２

6８

０
１
２
３

２
２
２
２

２．９２９４

２．７９１４ ３．１２７３

２．０８８０ ２．４０１４ ３．３０４６

２．６８１２ 2.4402 ２．９３６１ ３．５１８０



5１青森営林局広葉樹立木材積表調製説明書

豐径蘆|鰹高|本数|篝材裏|豐径蘆|麗高|本数|篝材嵩|豐径蔭|露高|本数|謹材裏||豐径蘆樗高|本数’

均
積材
平
幹

1１１
ｍ:；

６．５５７８

７．０９６０

６．０６８２

ｌが
川

秀’壱'48墨

本
１
２
１

Ｉｎ９Ｂ

１０､２３４４

ｃＩｎｃｒｎ

８０

ｃｒｎ

ｍ
〃
塑
四
刈
皿
盟
羽

ｍ
妬

ｍ
型
朋
妬
酊
躯
朗
別
別
四

１
１
１
１
１
１
Ｉ

ｃｒｎ

４．３３９０

353801
5.07501

9８

６
７
５

２
２
３

５１３．６７９４

}'三:;墓
1１１１５０５:|鰯 ７．６２１３

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３

２

４．６８０２

４．００６２

５．３２００

５．５２８５

２
２
４
１

５．８４６４ 100

６
９
２

２
２
３

215.4404
３１５．０５５１

１
１
‐

２
１

６．９４２２

6.3067

10.1156

１

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

５．０９４１4.0716 8８ １ １１

５．４３０２１ 102 3１

３３

Ｂ

（皿叩叩）》《『■｜・■一（叩一シ（一（叩で「（〉一．毎ｍ串一宮△
（皿二三（］（困叩グー（’（》皿壹〃（｜’（叩写字〈一（叩一“（』

3.5376 ２ ９．１１７５

９．２９０２

１
１

7６ １

6.0950 ７．０８４６

６．４１１０

５．５８８３

６
７
３
４
６

２
２
３
３
３

104４．２６８３ １

１
２
１

８．１５８６

７．６１３７

8.8186

10.7498

９．７４４４

１
１
１
１
１

１

12，
’２６

４１４．３３３１

１１７．２５５６ ６．６９６６

６．９４８８

７
８
９
０

２
２
２
３

４．５７７３

５．０１６２

１

１

２
２

}に雪::1
414725511

７
９
０
５

２
２
３
３

106

１
１
３
１
２

８．３０９５

７．３８０２

9.4169

11.0612

8２

１
２
１
１

2２１

蕊’
581591

Eil'3’
’３２

１３．
'３４

１３５

6.8069１

|麦
'３０

１二

9０

２
２
１
１
１

５．８９７２

５．９３９２

７．２９９４

６．５６４４

７．６５７１

５
８
２

２
２
３

１１４．４７７１

1153022

１１０

８
９
７

２
２
３

１
１
１

７．６２３６

9.1966

11.7870

１

３

５．１００１

５．５２４２ '３３

､7８ １

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

3５３．８４２２

136 14.28818４ ２ 3６ １４．６７３１

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

9２

２
１
１
２
１
２
１
１
２

１
１
１
１

４
５
８
４

２
２
２
３

５．８６７０

６．０５８３

６．１８０６

８．３４４９

４．３００１

４．５５７８

４．８６６１

３．７１６７

５．３９８７

５．００６８

５．１７４１

５．４０６８

５．７６１３

２
２
１

４．４０８７

６．３７１０

５．９９９２

9４３ ５．８１０７

１
２
１
１

５．３０４８２５１
２７１

塁Ｉ

7.07901

１

１

４．９０１４

５．５１７９

６．３０８４

８．６９２０

li1
１１４．７３７４

:|:二:壽
86124

１重

６．６７４１

６．５９７３

９．４４４５

７．３３０６

１
１
１

６．８７４８

６．４７８８

７．３９９４

9６

;;’
3１１

１
１
１
１
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附・表３表

樹高|若別平均材積（棄却後）胸高直径階Z

一均鵬一が剛

一ｈ噸一川

胸高
直径階

ｃ、

腱’
平均
幹材積

、郡

0.6972

鱈高|轍
ＨＴＦＥ
１５１１Ｏ

' 篝材襄｜
川副

'三毛:’

二
高
鵬
而
皿 選高|糊

副本

Ⅲｉｌｉ
ｎｌｌｌ

ｌｇｌｌＦｉ

裏|腱径嬉豐径霞|圏高|本数|篝材瘻Ｉｌ豐

‐
脇
螂
」
本
１
２
１
６
１
５
‐
６
４
８

鵬階一ｍⅢ

雫|川麗
ｃＩｎ

ｍ
４

６
７
８
９
０
１

ｍ
４
５
６
７
８

１
１

０．０５０５

０．０６７７1410.0035

0.2749

６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

2６

２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
２

０．０７１９
６
０
１
９
５
１

１
２

１
２

７
９
０
７
１
８
１
５
８
２
２

２
２
５
５
７
０
８
０
４
７
５
２
１

１
１
１
１

１
１

１
１

１
１

1０１０．００４４

０．３２１６０．２４１４０．００５８ ０．０７５８

７
５

０．２５８７ ０．３２３４０．０８７３０．００７２

２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１

５
７
６
４
２
５
２

１
２
４
９
７
０
４
３
３
５
２

１
１
２
１
１

１
２
１
１
１

０．３５６８０．２６９４0.0941

０．０９９３ ０．２９１２０．００９２

０
２
６
３
９
３

２
２
５
４
２
９
３
４
１

４
７
１
９
１
０
９
７
１

２
４
０
４
０
５
９
４
１

１
２
２
１

１
１
２
２

１
１
２
２

１
２
１
２
１

６

0.3928０．１１１２ ０．３３７１0.0107

0.4082０．１１４２0.0128

０．４０７５０．１３８６ ０．３４１１０．０１３１

０．４５４３０．１４７５ ０．３７８８0.0167

2１１１３ ０．４８７０0.0188

２
３
４
５

２
２
２
２

０．０８５３ ０．１３４５ ０．５０９３

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

2２

５
３
６
１

１
１

５
２
２
８
２
６
５
５
９
６
７
１
１
１

１
１
１

１
４

１

1６

0.0763 ０．２２３６ 0.5601０．０１４９８
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